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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第520集として，千葉県

県土整備部の佐倉印西線緊急地方道路整備事業に伴って実施した佐

倉市岩名古墳群の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，古墳 2基及び関連する遺構・遺物が見つかり，こ

の地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また，地域の歴史

資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際しご指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成17年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長清水新次



凡例

1 本書は，千葉県県土整備部（旧・土木部）による佐倉印西線（緊急地方道路整備）事業に伴う埋蔵文

化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，佐倉市下根955番地の 1ほかに所在する岩名町前追跡（追跡コード212-042)地

内の岩名 4号墳と，佐倉市岩名954番地の 1に所在する岩名 5号墳（追跡コード212-045) である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，千葉県県土整備部（旧・土木部）の委託を受け，財団法人千

葉県文化財センターが実施した。

4 発掘調査と整理作業の実施期間及び担当者は第 1章に記述した。

5 本書の執筆は，第 2章第 3節を古内茂，そのほかを田中裕が担当し，編集は田中が行った。

6 本文中の石器石材については，有限会社考古石材研究所の柴田徹氏に鑑定を依頼し，これに基づいて

記載した。また，ガラス玉の材質については，有限会社武蔵野文化財修復研究所の小泉好延氏に分析と

原稿を委託し，成果報告を付章として掲載した。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課（旧・生涯学習部文化課），

千葉県県土整備部印施地区整備センター（旧・土木部印旅土木事務所），佐倉市教育委員会の御指禅と御

協力を得た。また，調査及び報告書作成中には以下の方々の助言を賜った。記して感謝の意を表する。

石橋充，猪股佳二，酒井弘志，白石太一郎， 日高慎，広瀬和雄，吉澤悟（五十音順・敬称略）

8 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 2図 佐倉市都市計画図 1/2,500 

第 3図 国土地理院発行 1/25,000「佐倉」（平成10年 6月） ・「小林」（平成10年12月）

9 周辺航空写真は，京葉測醤株式会社による平成14年撮影1/10,000のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位は，旧公共座標の日本測地系（国家標準直角座標第IX系）における座標北

である。

11 追物の色調について，土器等に関しては財団法人日本色彩研究所監修 「新版標準土色帖」に準拠し，

玉類等に関しては同じく 「改訂版 色名小事典」に準拠した。

12 本書に使用したスクリーントーンや点の種類については各図に内訳を示した。赤彩遺物については遺

物実測図に赤彩範囲を赤色で示した。また，須恵器は断面を墨塗り，陶磁器は断面を墨の網掛けとした。



本文 H次

第 1章はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l

第 1節調査の概要.............................................................................................・・・・・・・・・・・・・・・l 

1 調査の経緯と経過.......................................................................................・・・・・・・・・・・・・・・l 

2 調査の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

第 2節 追跡の位置と環境...................................................................................................z 

1 追跡の位置と周辺の地形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2． 
2 周辺の追跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

第 2章検出された遣構と遣物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

第 1節岩名 4号墳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

1 現況 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・8

2 古墳の墳丘と埋葬施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

3 塚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

第 2節岩名 5号墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

1 現況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

2 古墳の墳丘と埋葬施設・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・23

3 塚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

第 3節 盛土及び1日表土の追物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

1 石器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

2 縄文土器・弥生土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........................................................................39 

第 3章 まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

第 1節 岩名古墳群の墳丘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

第 2節 岩名古墳群における埋葬施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

1 木棺と土坑墓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

2 石棺をめぐる問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・43

3 土器棺をめぐる問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45

第 3節 岩名古墳群の副葬品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

1 臼玉・ガラス1Jヽ玉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

2 鉄鏃・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................................................................................................47 

第 4節 総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

付表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50

付章 岩名 4 号墳出土ガラス玉材質分析•……… . . (有）武蔵野文化財修復研究所小泉好延 …………・・・53

写真図版

．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・巻末報告書抄録



挿 図 目 次

第 1図 グリ ッド配置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 第17図 岩名 5号墳石棺・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第 2図 岩名古墳群の分布と地形 ·………•……… · 3 第18図 岩名 5号墳墳丘 ・周溝出土迫物・…・……・32

第 3図 周辺の遺跡 ・…・……………………...……・5 第19図 岩名 5号墳墳頂部及び石棺出土鉄製品…33

第 4図 岩名 4号墳 .5 号墳迫構配置•………… ··6 第20図墳頂部塚施設 (5 号墳） …………••……・34 

第 5図岩名 4号墳の墳丘（調査前）と 第21図塚関連遺物 (5 号墳） ………………•… · ·34

近世追構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・8 第22固 岩名 5号墳周辺の近世土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・35

第 6図 岩名 4 号墳墳丘断面 •••…………·……… ·· 9 第23図 岩名 4号墳 .5号墳周辺出土の石器

第 7図 岩名 4号墳の墳丘 （調査後） ・・・・・・・・・・・・・・・13 (1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

第 8図 岩名 4号墳墳丘 ・周溝出土土器…………14 第24図 岩名 4号墳 .5号墳周辺出土の石器

第 9図 岩名 4号墳中央施設と副葬品・・ ・・・・・・・・・・・・・16 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

第10図 岩名 4号墳周溝内施設……………………17 第25図 岩名 4号墳 .5号墳墳丘出土縄文土器 ・

第11図 岩名 4号墳墳丘下土器棺出土状況・・・・・・・・・19 弥生土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

第12図 岩名 4号墳墳丘下土器棺出土造物………20 第26図 岩名古墳群の調査成果…………・………・・42

第13図 塚 ・竪坑内出土追物 (4号墳） ・・・・・・・・・・・・22 第27図 石棺の編年観・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

第14囮 岩名 5 号墳の墳丘（調査前）•……・ ・・・・・ ・ ・ 24 第28図 千葉県における古墳時代前期の土器棺…45

第15園 岩名 5 号墳墳丘断面………………•…… ··25 第29図 房総の長頸鏃と伴出土器（抜粋） ……・・・47

第16図 岩名 5 号墳の墳丘（調査後）……•…•… ·28

表目次

第 1表 土器観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50 第 3表 玉類計測表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51

第 2表 金属製品計測表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・50 第 4表 縄文土器観察表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51

図版目次

巻頭 岩名 4号墳墳丘断面（北から） 岩名 4号墳調査前（東から）

岩名 4号墳中央施設 ・土器棺の玉類 固版 3 岩名 4号墳全景（南西から）

岩名 4号墳墳丘下土器棺 岩名 4号墳全景（上から）

岩名 5号墳石棺の裏込石 岩名町前迫跡完掘状況（上から）

岩名 5号墳墳丘断面（北西から） 図版4 岩名 4号墳墳丘断面（北から）

図版 l 航空写真 岩名 4号墳墳丘断面（南から）

図版 2 岩名 4号墳 .5号墳遠景（鹿島川から） 岩名 4号墳墳丘断面（西から）

岩名 4号墳調査前（西から） 岩名 4号墳南側の高まり断面（西から）



図版 5 岩名 4号墳北側周溝断面（西から） 岩名 5号墳墳丘東側及び南側断面

岩名 4号墳西側周溝断面（北から） （北西から）

岩名 4号墳東側周溝断面（北から） 岩名 5号墳C-C'断面（南西から）

岩名 4号墳東側周溝内出土迫物（東から） 図版11 岩名 5号墳墳頂覆土除去状況（北西から）

方形周溝状追構造物出土状況（南から） 墳頂供献土器 ・鉄器出土状況（南東から）

図版 6 岩名 4号墳中央施設（上から） 岩名 5号墳と埋葬施設（上から）

岩名 4号墳中央施設断面（西から） 石棺盗掘坑内完掘状況（東から）

岩名 4号墳周溝内施設（南から） 石棺盗掘坑内断面（東から）

岩名 4号墳周溝内施設断面（東から） 図版12 石棺と裏込（東から）

図版 7 岩名 4号墳墳丘下土器棺（北から） 近世の道（西から）

岩名 4号墳転用塚頂部断面（西から） SK019 (北東から）

岩名 4号墳転用塚竪坑断面（西から） 近世土坑全景（上から）

岩名 4号墳転用塚竪坑内出土遺物（北から） SKOOl (上から）

図版 8 岩名 5号墳（鹿島川から） SK002 (北東から）

岩名 5号墳調査前（北西から） 図版13 岩名古墳群出土土器 (1)

岩名 5号墳覆土除去状況（北西から） 図版14 岩名古墳群出土土器 (2)

図版 9 岩名 5号墳全景（北の上方から） 図版15 岩名古墳群出土土器 (3)

岩名 5号墳墳丘（北北西から） 図版16 岩名 5号墳出土金属製品

岩名 5号墳墳丘盛土断面（北から） 図版17 岩名古墳群出土縄文土器 ・弥生土器

図版10 岩名 5号墳墳丘北側及び西側断面 図版18 岩名古墳群出土石器

（北西から）



第 1章は じ め に

第 1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

千葉県土木部（平成16年度より県土整備部）は，佐倉印西線道路の緊急地方道路整備事業に伴い，佐倉

市下根955番地の 1ほかについて，路線内における埋蔵文化財の所在の有無を千葉県教育委員会に照会した

ところ，当該地区が岩名 4号墳を含む岩名町前追跡の範囲に含まれることが確認された。また，隣接地の

佐倉市岩名大作954番地の 1についても，古墳 l基（岩名 5号墳）の存在が確認された。これを受けて，千

葉県教育委員会と千葉県土木部は追跡の取扱いについて協議した。その結果，発掘調査を行って記録保存

の措置を講じることとなり，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を受託して実施することとなった。

上記の調査成果のうち，岩名町前迫跡に関しては，岩名 4号墳を除く集落追跡の部分についての報告書

を平成16年 3月に刊行し，すでに公表したところである I)。本書では前巻で未報告であった岩名 4号墳と，

岩名 5号墳の調査成果について，岩名古墳群の報告書としてまとめて収録するものである。

本書収録分に関する発掘調査の対象面積，組織及び担当職員は下記のとおりである。役職名は，当時の

ものである。

平成12年度 岩名町前遺跡の発掘

期 間 ：平成12年 7月 1日から平成12年10月31日

組 織：北部調査事務所長石田廣美

担当副所長石倉亮治

内 容 ：（規模） 3,800面（確認調査）上層 380面/3,800面下層 76面/3,800rri

（本調査）上層 1,584面

平成14年度 岩名 5号墳の発掘

期 間 ：平成14年 7月 1日から平成14年 9月30日

組 織 ：北部調査事務所長古内茂

担当研究員田中裕

内 容 ：（規模） 844面（本調査）上層 844面

平成16年度 岩名古墳群の整理（報告書刊行まで）

期 間：平成16年 8月 1日から平成17年 3月31日

組 織 ：北部調査事務所長古内茂

担当 上席研究員榊原弘二，森本和男，矢本節朗
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第1図 グリッド配樅

2 調査の方法

発掘区の設定は両追跡とも共通のものとし，旧公共座標である日本測地系（国家標誰直角座標第IX系）

に基づき， 20mx 20mで大グリッドをつくり，西から東へA・B・C…，北から南へ 1・2・3... と名付

け，組み合わせて呼称した。

大グリッドは，さらに小グリッドに分割した。岩名町前追跡（岩名 4号墳）では 4mX4mの25分割方

式で，西から東へ00・01・・・04まで，北から南へ00・10・・・40まで， 5段5列の区分けにより名付けた。した

がって，小グリッド名は大グリッドの中に00から44まであり， C6-00・B5 -44のように呼ぶこととした。

岩名 5号墳は 2mX2mの100分割方式で小グリッドを区分けし，西から東へ00・01…09, 北から南へ

00・10…90まで， 10段10列で名付けた。したがって，小グリッド名は大グリッドの中に00から99まであり，

E11 -00・DlO -99のように呼ぶこととした。

調査中に新座標である世界測地系 (JGD2000系）が示された。基準点網園の一基点である11E-OOは旧

座標で (X= -29,560.00000, Y =35,280.00000), 新座標で (X= -29,204.91430, Y =34,986.32380)である。

辿構名は番号の前に，竪穴住居跡にSI,土坑にSK,溝にSD,岩名町前迫跡のみ古墳にSMを冠したも

のを調査時に使用し，追物の注記においても調査時と同じ名称である。しかし，岩名町前追跡の既刊行報

告着において遺構名に変更が加えられたため，本報告においても名称を既刊行報告書に準じるものに変更

し，調査時名称は（）内に併記した。なお，古墳群関連追構に関しては既刊行報告分であっても，関係が

明確になるよう 一部重複して掲載したものがある。

辿物注記は，迫跡コード，追構名，追物台帳に記載された辿物番号（注記番号）を，順に書き込んだ。

注記の際，迫構名とグリッド名は同じ扱いとした。鉄器の実測はX線写真撮影を経て行った。

第 2節遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と周辺の地形

岩名古墳群の所在する佐倉市は，千葉県北部のほぼ中央に位置する。市域は印旅沼の南岸を占め，樹枝

状の支谷が複雑に入り込む「下総台地」が広がる。「W」字形をなす印痛沼の屈曲部には，半島状に台地

が張り出している。その一つ，岩名・飯野・土浮にかけての半島は，南西辺（現：鹿島川低地沿い）が直

- 2-





線的な地形であるのに対し，北東辺（現：印施沼中央排水路沿い）が複雑に支谷が入る地形で，北東辺か

ら入った支谷の最奥部は，南西辺の直前まで深く刻み込んでいる。岩名古墳群はこの深い支谷と鹿島川低

地との間にかろうじて残った細い陸狭部に立地する。

印脂沼に注ぐ鹿島川河口付近は標高2.5m,古墳が所在するその右岸台地上は標高27m前後で，台地から

南を望むと，かつて印猫沼の湖面であり，近代の干拓により水田化された鹿島川低地を遥か南方まで一望

できる。現在は，北進してきた鹿島川が高崎川と合流し，この半島にぶつかって西に屈曲する地点に当た

り，水田に向かって左手台地上には，国立歴史民俗博物館が所在する近世の佐倉城跡を間近に望むことが

できる。

2 周辺の遺跡

岩名古墳群は現在 5基が確認されている。岩名 1号墳は昭和47(1972)年に現在の岩名運動公園の造成

に伴い調査が行われたが，報告書未刊行のため詳細は不明である。外径約12mの隅円方形に近い円墳であ

るという叫岩名 2号墳.3号墳は平成11(1999)年に財団法人印脂郡市文化財センターにより調査が行

われ，報告書が刊行されている叫両古墳は岩名 4号墳の北東わずか100m地点，小支谷（現：県道）を挟

んですぐ向かい側に位置する。このうち， 2号墳は24mx 22m 4lの方墳で，高さ約3.lm(盛土高1.6m)の

比較的高い墳丘を有する。埋葬施設として，墳丘のやや東寄りに検出された長方形の深い土坑が認識され

ている。周溝から，土師器甕と短脚の屈折脚高杯等が出土している。 3号墳は一辺14mの方墳で，高さ約

1.6m (盛土高0.6m)の低い墳丘を有する。埋葬施設は墳頂部中央に箱形木棺を直葬したとみられる。埋葬

施設内部から滑石製臼玉64点，ガラス小玉 2点が出土している。また，周溝から土師器甕，小型丸底壺，

屈折脚高杯等が出土している。 2号墳.3号墳とも古墳時代中期前半に築造されたと報告されている。

岩名古墳群の周辺は決して古墳が多い地域ではなく，小型の古墳が散見される程度で，古墳群としても

基数は少ない。墳丘長50m以上の古墳では，印脂沼沿岸がほとんど空白地帯であり，岩名から直線距離で

8 km~llkm離れた印脂沼東岸地域（成田市公津古墳群，栄町竜角寺古墳群）に限定される。

佐倉市内で最も近くに所在する比較的大型の古墳は，山崎ひょうたん塚古墳である。岩名古墳群の南東

約 1km地点の，岩名 5号墳と同じ一連の台地上に位置する。墳丘長約37mの前方後円墳で，中期古墳とさ

れるが詳細は不明である 5)。

岩名古墳群が面するのと同じ小支谷の河口（北東1.3kmほどの印靡沼中央排水路付近）には，円墳24基か

らなる萩山古墳群がある。萩山11号墳は箱形石棺から直刀・鉄鏃が出土している。また，印猫沼に面した

半島の突端には土浮古墳群，中央排水路側の半島付け根には下新関古墳群などが分布する。

古墳のほか，鹿島川と高崎川の沿岸台地上は，弥生時代の遺跡が集中的に多く分布していることで知ら

れる。このうち鹿島川下流域において，本遺跡に最も近い位置に所在する岩名天神前遺跡は，弥生時代中

期の集落跡である。入江を挟んで対岸の佐倉城跡は，弥生時代の遺跡としても知られている。鹿島川を挟

んで対岸に位置する江原台遺跡では弥生時代後期の集落跡と方形周溝墓，曲輪ノ内遺跡では集落跡が検出

されている。これらと関連するように，岩名 4号墳とともに調査された岩名町前遺跡では，弥生時代後期

から古墳時代前期までの集落遺跡が検出されている。弥生時代後期の竪穴住居跡 3軒，弥生時代末から古

墳時代前期までの竪穴住居跡 5軒などとともに，方形周溝墓 1基等も報告されている。
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第 3図 周辺の遺跡
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注 1 石倉亮治 2004 『佐倉印西線（緊急地方道路整備）埋蔵文化財調査報告書ー佐倉市岩名町前遺跡ー』 財団

法人千葉県文化財センター

2 酒井弘志 2001 『千葉県佐倉市岩名古墳群 (2号墳.3号墳）一老人福祉施設設置に伴う埋蔵文化財調査ー』

財団法人印猫郡市文化財センター

3 同上

4 墳丘長とは，周溝底の内側における傾斜変換線を墳裾として計測した，主軸の長さをいう。報告書によって

はこの値が示されないことがあるため，測量図から計り直した値が報告書の記載と異なる場合がある。

5 佐倉市教育委員会 1976 『文化財時報』 5
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佐れ1,1,洒線岩名 4号lftJぷ見 （塚への再構築土） （古）J'!/Ed溝への)It積）

'✓ 
（中 ・近世以後の堆積） 1 I!.¥灰褐色土 ポ‘ノポソで1,1れやすい灰買。西側は空刹。（塚の中央施設） 26 暗褐色土 粒 f綿［かく｀しまり良い。ローム粒を含む。

イ 賠褐色[. しまり悪く，ポソポソ。 I'暗灰褐色土粒子細かく．しまり良く硬質。 27 黒色土 粒 ―r-の~lい軟買

ロ黒褐色 上 粒子粗く．ポソポソ。 2 :!I褐色土 大ローム粒含む。しまり良い。(SMOOl-001平面図］と [,i)じ） 28 暗褐色 t !I.¥色」：にソフ トロームi比入。

ハ黄褐色土 ロームプロック主体。 3 茶褐色土 粒子細かく．しまり良い。 29 暗褐色土 粒子細かく軟質。

二灰:,,,¥色士 粒 f机く ，ポソボソ。ゴミ混入。 4 暗褐色上 焼」：多泣．ハードローム粒を含む。しまり良い。 30 暗褐色上 粒―f枡＜歓買。ローム粒を含む。

ホ 泌褐色土 粒子柑＜．ポソボ‘ノ。ゴミ混入。大ロームプロックを含む。 5 ,VJ褐色：t ローム主体． しまり良い。 31 貨褐色J.: ソフトロームの流人。

ヘ想褐色上 粒子細かく. JflfEされ固い。 6 焦褐色土 粒了細かく．しまり良い。焼上粒を含む。 32 黄色土 ローム粒主体。（塚関連の整地上）

卜 暗灰褐色上粒子粗<'しまり良い。ローム粒を多械に含む。 7 l~J 褐色：t ソフ トローム£!む 33 暗褐色土 粒子粗くポソポソ。大ロームプロックを多泣に含む。

チ 暗褐色：t. 粒子利く軟質。小ロームプロ ック．ソフト ロームを含む。 8 llff褐色土 粒了•細かく．しまり良い。 34 暗黄褐色土 粒子粗く軟質だが．上miは硬化し賠い色瀾。ローム粒を多黛に含む。

リ 焦褐色：t 粒子細かく，しまり良い。焼i粒を含む。 9 llff褐色土 しまり悪く．ポソボソ。 （古項lJ!斤．盛土）
ヌ II音褐色土 ローム微粒をやや多く含む。粒子粗く． しまりやや強い。 10 貨褐色上 ソフトローム主体。大ローム粒を含む。 a 賠褐色上 粒子細かく，しまり良い。水平に築きl乱める。大ロームプロックを含む

ル賠褐色：t ローム微粒多益，粘土粒ごく少Jil含む。 粒子•利く， しまりやや弱い。 11 I陪褐色土 粒子細かく，しまり良く硬質。焼土粒を含む。 b 茶褐色上 ］と沢なる。しまり良い。（古!ft築造後に掘り込まれた箇所の111積：u 
ヲ 賠褐色土 ローム微粒やや多lil.焼J:粒ごく少祉含む。粒子利く しまりやや弱い。 12 I.Iヽ＼褐色土 しまり良い。焼土粒及ぴローム粒を含む。 c 明褐色士． 粒子利く軟質だが．断面Aではよく Jfl[fされる。大ロームプロックを含む。

ワ II沿褐色土 大ローム粒を多位に含む。粒子細かく ．し まり強い。 13 黄褐色：t ソフトローム主体。 c'/!.', 色土 cに含まれる。粒子細かく，しまり良い。炭化物を含む。

力 黄褐色土 ロームプロック主体。 14 茶褐色土 ローム粒を含む。 d II氾褐色土 粒子は粗く，ポソポソでしまり悪い。ロームプロ 9クを含む。 cのような水平な積み痕がない。

ヨ II沼褐色土 粒子・Illく軟質。ローム粒を含む。 15 黄褐色上 ソフトローム主体。大ロームプロ ックを含む。しまり良く硬質。 e Ht, 褐色土 粒子細かく．しまり良い。

16 II引褐色上 焼土粒を多く含む。しまり悪く．ポ‘ノポソ。 f /!.¥褐色：t 粒子粗く．しまり良い。

17 暗褐色：t 粒子細かく ，しまり良く硬贋。水平。 g 貨褐色土 ソフトローム主体 中ロームプロックを多位に含む。

18 黄褐色土 粒子粗('ローム主体。 h Ht, 褐色土 粒子粗く歓質．大ロームプロックを含む。

19 焦褐色土 粒了・は細かく、 1乱くしま る。焼土粒を含む。 i /.I.! 褐色土 粒子柑＜軟質。大ロ ームプロックを含む。

20 II[褐色土 粒—f-lll く ． 軟質。 焼土粒を多拭に含む。 j II氾褐色—I: 粒子粗く軟質だが，断面iBではm圧される。旧表上に大ロームプロックを含む層。

21 り1褐色：I: 粒子粗く軟質。ソフトローム粒を含む。

22 茶褐色土 しまり良い。ローム粒を含む。

23 黄褐色土 ソフトロ ーム主体。

24 賠褐色土 粒了',利く 固くしまる。

25 II針褐色上 粒子細かく．しまり良い。ローム粒を多位に含む。



岩名 4号墳 (SMOOl) は，南西に鹿島川低地が接する台地に立地するが，直接に鹿島川低地を見下ろす

台地縁ではなく，むしろ反対側（北東）の印施沼（中央排水路）から台地を遮ぎるように入ってきた大支

谷の末端に面している。付近の台地は標高29m前後であり，本古墳は東側の支谷に向かって突出し緩やか

に傾斜する標高28m前後の地点に位置する。本古墳と岩名 5号墳は互いによく見えるが， 5号墳が作られ

た台地陸狭部よりも本古墳の立地は 4m~5mほど標高が高い。

付近は畑地と山林等であったが，本古墳のすぐ北側は lmほど低く削平され，支谷の奥部に土を押し出

して平地に造成されており，そこには民家が建てられていた。また，南東側の岩名 5号墳に向かう陸狭部

は，墳丘への直接的影響はないが，県道による切通しで切断され，旧地形が失われている。

高い墳丘が残っていたことから，発掘調査に先立ち測量調査を行った。第 5図は発掘調査前の測量図

（等高線間隔： 10cm)である。現況を理解するため，中・近世遺構の調査結果（太線）と古墳周溝の位置

（細線）を赤版で重ねている。その結果，高さ2.3m~2.6m,一辺約16mのほぽ正方形（二辺の向きがN45

度W)であることが判明した。調査前には塚であることが想定されていたが，このように墳丘が大きいこ

とから古墳の可能性が考慮され，また調査者は南東側にみられる高さ20cmほどの平らな段を前方部とする

前方後円墳の可能性も考慮に入れて調査を進めた。

発掘の結果，もともと低墳丘の円墳が，中・近世に方形の塚としてさらに高く盛り直され，再整形され

ていることが判明した。以下，墳丘の状態及び再整形の痕跡について詳細を記す。

2 古墳の墳丘と埋葬施設

(1)墳丘と周溝

墳丘面

古墳は塚の構築に伴って裾部が直線的に削り取られ，塚の裾部に沿って地境溝とみられる溝が走る。墳

丘は高く改変されている。この状況は墳丘断面によく表れている（第 6図）。

調壺時には塚による大幅な改変を想定しておらず，中・近世遺構と古墳本来の墳丘面が識別されないま

ま調壺が進んだため，墳丘断面実測時に近世溝が未検出であるなどの矛盾点を含むが，断面図は基本的に

現地観察を尊重して示している。イ～ヨ層は地境溝の掘込みとその覆土に対応する土層である。塚構築後

の近世～現代のものとみられる。つぎに， 1 ~34層が古墳築造以後から塚に再整形されるまでの土層であ

る。これには塚の施設 (1層），塚の再構築土 (2~25層），古墳周溝覆土 (26~34層）が含まれる。つぎ

に， a~j層が古墳の墳丘盛土である。

古墳の墳丘面は， a層の上面である。断面を観察する限り， a層より下と， 18~20層より上では明らか

に積み方が異なっている。 a層と c層は大型のロームブロックを極めて多量に含むが分層は難しく，基本

的に30cm~50cmという大きな単位で，ほぼ同じ土質の盛土が一挙に積み上げられ，一層当たりが厚く堆積

する。一方， 2 ~25層は 5cm~15cmの薄さで，ほぼ水平に何層にも細かく分けて載せられ，版築のように

みえるが，下位境界の18~20層を除くとあまり固くはない。したがって，標高29.5m付近の a層上面が，

古墳の墳丘と塚の境界である可能性が高い。このとき，この面が古墳本来の墳丘面であるか，一度削平し

て再整形したかの問題が残る。これに関しては，後に述べる中央施設の棺底が，旧表土に食い込むほど低

い位置であることから，本来の墳丘面に近いと考える。

以上の墳丘面に関わる土層観察結果は，遺物出土位置から裏付けられる。第 7図の平安時代遺物 (A)
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と中・ 近世遺物（△)の出土位置に注目すると， 1 ~25層の施設内と塚再構築土，イ～ヨ層の塚以後の覆

土から出土している。とくに平安時代遺物である 9が，ちょうどa層上面くらいの高さから出土している。

墳丘の比較的中央部に近い位置で出土しているので，混入とは判断しがた＜，平安時代に墳丘上で何らか

の行為があった可能性を示唆する。中世遺物である12もa層より上位，再構築土の比較的低位から出土し

ている。これらは，平安時代～中世のころに墳Jiがa層上面くらいの高さであったことを示す。

墳形と規模（第 7図）

墳丘面を検討した結果，岩名 4号墳の墳形と墳丘規模は以下のとおりと判断される。

．墳丘の形態円墳

．墳丘の規模墳丘長（直径） 21m, 墳丘高2.0m(西） ~2.4m (東）

墳頂平坦面は標高29.5m前後で，断面から復原される平坦面の直径は 7m~10mである。墳裾は東側周

溝内で標高27.06mである。改変が著しく，段築の有無は確認できないが，低墳丘で広い平坦面が想定され

ることから，無段築の可能性が高い。このときの傾斜面は傾斜角20度~25度とみられる。

周溝は，深さ0.4m(西側） ~0.55m (東側），確認面での幅は1.8m(西側） ~3.7m (東側）であり，外

周はやや歪ではあるがほぽ相似形である。周溝外周を含めた総長（全長）は約26mである。西側と東側の

深さや幅の違いは塚に伴う溝を境に生じており，西側が中・近世に削平されたことに由来する。西側の墳

裾付近は少なくとも30cm以上は低く削平されている。したがって，本来は同じ幅か，標高の高い西側の方

がむしろ深くて広い周溝であった可能性がある。

周溝内部の覆土にはとくに人為的な痕跡が認められず，自然な埋没とみられる。

標高28.9m~28.4mに1B地表が検出される。西側の標高が高く，支谷に面した東に向かって50cmほど傾斜

している。旧地表には，古墳に先立って弥生時代後期の竪穴住居跡 (8号住居跡： SIOOS)が営まれてい

るなど識別がやや難しい複雑な状況があった。旧地表から上の盛土は0.7mからU m前後であり，一方，周

溝底までの1.2m~l.3mは地山である。

盛土は単純で，土の種類を使い分けて交互に積む工夫などは認められない。士のしまりも決して固くな

く，突き固めた事実は確認できない。

墳丘・周溝出土遺物（第 8図）

本古墳からは14.6kg(土器棺8.2kgを除く）の弥生土器と土師器片が出土している。大部分は墳丘内に含

まれた古式土師器の甕小片で，土器量は多いが接合する破片は少なく，遺存度は低い。これらは古墳築造

以前の遺構等から混入した遺物の可能性が高い。墳丘上部や周辺削平部では，塚への再構築時とそれ以後

に混入した遺物が散見される。これらの遺物を合わせて，特徴的なものを第 8図に示した。

古墳に伴う遺物は少ないが，周溝から出土した 1・2が，本古墳に直接関係する遺物とみられる。 1は

南東側周溝において，周溝内施設の上から出土した土師器杯である。丸底の須恵器蓋模倣杯とみられる。

外面に明瞭な稜をもち，口縁部はヨコナデ，稜から下部はヘラケズリ，内面にはヘラナデが施される。明

褐色で，底部に明瞭な黒斑を有し，口縁部のみ赤彩が施される。胎土に細かい砂粒を多く含む。鬼高式の

古相を示す。 2は須恵器腿である。口縁部と頸部の小片が 2点あり，わずかに接点がある。白っぽい硬質

の焼成で，内面の一部にオリーブ緑色の自然釉がかかる。口縁端部は鋭く面が作られ，段の稜も明瞭であ

る。頸部には櫛波文が施される。 13歯以上のエ具であるが，上部の 8歯~9歯分のみ明瞭である。黒色微

細粒子を含む緻密な胎土と焼成から東海産須恵器とみられる。やや開き気味であるが短い頸部であり I期

- 12-
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最新相とみられる。直接比較はできないが田辺編年TK-23~TK -47型式併行期の所産とみられる。

3~7は古墳時代遺物である。 3・4は塚再構築士内から出土した。 3は和泉式の高杯脚部である。エ

ンタシスをもち，外面は縦方向のミガキ，内面はヘラケズリが施され，明褐色であるが赤彩された可能性

がある。 4は和泉式ないし鬼高式の甕口縁部小片である。厚手で丸みを帯びるが口縁端部は比較的鋭い。

明褐色である。外面にわずかなハケの痕跡を残し，ヨコナデが施される。 5は前回報告分に「方形周溝状

遺構」と報告された，重複する周溝覆土から出士した。五領式の壺の肩部片である。ナデを基調とし，暗

褐色，外面にわずかに煤状付着物がみられる。 6・7は中央施設付近で出土した。 6は五領式の有段口縁

壺小片とみられる。暗褐色で強いヨコナデが観察される。 7は五領式の平底甕底部片である。外面ヘラケ

ズリ，内面に 8本/cmの明瞭なハケが施され，激しい二次被熱により外面赤色化，内面黒色化が進む。

8~11は平安時代遺物である。 8~10が塚再構築土から出士したロクロ製土師器杯である。 8は墳丘東

側で出土した同一個体とみられる口縁部と底部の破片である。いずれも明褐色～淡い黄褐色であり， 8 • 

9はロクロ目がナデにより消され，底面は手持ちヘラケズリ， 10は底部を回転糸切りの後ドーナツ状回転

ヘラケズリ，内面にミガキが施される。11は古墳の南東側周溝付近で出土した内黒の土師器椀である。ロ

クロ製で，淡い黄褐色であり，内面に丁寧なミガキを伴う黒色処理が施される。底部に比較的先端部が細

い高台がつ く。

12・13は中・近世遺物である。12は塚構築土から出土した瓦質の播鉢とみられる。焼成はよいが土師質

であり，外面に斜め方向の被があり，粘土継ぎ目や捏ね目が残るが，全体にヨコナデが加えられる。口縁

二
-----～ 一

疇 ／
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~5 

古墳時代土器
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第 8図 岩名 4号墳墳丘・周溝出土土器 ゜
(114) 10cm 
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部はヨコナデが施され，鋭い面が作られる。明褐色で，黒斑はなく，煤状付着物もない。中世の所産とみ

られる。 13は内耳の焙烙片である。塚を直線的に掘り込んだ溝上部付近から出土している。厚い口縁部，

薄い底面部に分かれ，口縁端部は丸く，強いヨコナデが施される。激しい二次被熱を受け，口縁部を中心

に煤状付着物に覆われる。近世の所産である。

(2)埋葬施設と副葬品

埋葬施設は 3か所検出されている。円墳のほぽ中心部に営まれた中央施設，西寄りの墳丘下部に検出さ

れた土器棺，南東側の周溝内部に掘り込まれた周溝内施設の 3基である。このほか，周溝の外側：南南東

4mの位置に埋葬施設がもう 1基あるが，これはすでに報告済みである（土坑墓 1: SD002)。このうち，

土器棺は本古墳との関係において判断が難しい施設であるため後述することとし，ここでは本古墳に伴う

ことが確実な，中央施設と周溝内施設を報告する。

中央施設 (SMOOl-003, 第9図）

円墳の中心位置には，木棺を納めたとみられる埋葬施設が検出されている。位置と構造から，この中央

施設が本古墳の一義的な埋葬施設とみられる。

．棺の形状箱形木棺（推定）

．棺の規模長さ約1.7m, 幅0.95m (東側） ~0.85m (西側）

（棺推定値は外法。内法では10cm~20cm前後は狭くなるとみられる）

．墓城形状長方形二段墓城

．墓城下段 長さ約2.5m, 幅Um(東側） ~I.Om (西側），深さ約0.6m (検出面から約0.9m)

．墓城上段 長さ約3.2m, 幅1.7m(東側） ~l.6m (西側），深さ約0.3m (検出面からの最深値）

・主軸方向 S 33度E

中央施設は，塚の頂上から深さ2.5mにも達する竪坑によって攪乱されていた。竪坑は盗掘坑の可能性も

考えられたが，大型の陶磁器・瓦器等の出土を考慮すると，塚の施設とみられる（本節 3項）。竪坑の存在

と塚の再構築という事実を前にして，埋葬施設の検出は極めて困難であった。調査状況を総合すると，墳

丘の盛土を取り外す過程で，西寄りの隣接位置に土器棺が出土したことから，その土器棺上部の高さで周

囲を精査したところ，中央施設の墓城が見いだされたものとみられる。掘込み面は不確かであるが，墓城

二段目の検出位置が第 6図の墳丘断面では c層以上の高さに当たり，掘込み位置は検出位置よりさらに高

いと想定されることから，前記で推定した墳頂部平坦面から掘り込んでいる公算が大きい。墓城基底面は

旧地表下約20cmであり，墓城の深さは約1.3mに復原される。なお，墳丘断面では竪坑掘削以前にも，攪乱

するような二次的な穴が観察されている。 b層は竪坑覆土とは異なるしまりのよい層であるが，現地観察

で古墳築造後の掘込みに堆積したと明記できる，盛土とは異質な土であった。この穴はまさに推定墳頂面

から開けられたもので，塚の再構築に先立つ，中世ごろの盗掘坑である可能性が高い。

棺の本体は出土しなかった。第 9図の断面をみると，残された土層の痕跡は，底が平ら，小口と側壁が

ともに直線的でほぽ垂直である。これらから箱形木棺の直葬と推定される。内部の覆土内 5層に含まれる

炭化物は，棺の痕跡とみられる。ただし，木棺は朽ちて上部層は陥没するか，陥没しなければ空洞のため

周囲とは著しく異なる堆積が形成される。 2・3層が陥没層であれば合理的であるが，墓堀上段覆土に当

たる 1層が陥没する形には観察されず，空洞を裏付ける堆積も見いだせないため，棺の高さや厚さなど，

細部の復原は困難である。また，平面図からは，棺の両側壁が下段墓城壁に接して，すっぽり嵌まる状態
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中央施設 (SMOOI-003) 

1 暗褐色土粒子細かい 軟質大ロームプロック含む（墳丘盛士 4層）

2 明褐色土 粒子細かくしまり良い 小ロームプロック多

3 暗褐色士 粒子細かくしまり良い 微ローム粒多

4 黒色土 粒子細かい軟質焼土粒含む

5 黒色土 有機堆積炭化物を含む

6 黄褐色土粒子粗い軟質中ロームプロック含む

7 黒褐色土粒子細かい 硬質小ロームプロック含む

8 黄褐色士 ローム主体填圧された木棺裏込め

9 暗褐色土粒子根くしまり良い 填圧された木棺裏込め

10 黄褐色土 ローム主体填圧された木棺裏込め

11 暗褐色土粒子粗く良くしまる 木棺裏込め

12 暗褐色土粒子粗くポ'Iポソ 木棺衷込め

13 黄褐色土大ロームプロックを含む 木棺裏込め

14 暗褐色土粒子細かくしまり良い 木棺衷込め

15 明褐色土粒子細かくしまり良い 填圧された木棺哀込め

16 茶褐色士粒子細かくしまり良い

第9図 岩名 4号墳中央施設と副葬品

に復原しうるが，東側では下段墓城壁の一部が階段状に広がっていると考えないと，説明のつかない土層

断面が観察されている。したがって，下段墓城の平面形は東側側辺が外に突出している可能性が高く，突

出部には裏込めが施されていると考えられる。棺の両小口は，墓城壁との間に隙間があり，隙間に裏込め

が施されている。裏込めは填圧しながら細かく積む丁寧なものであるが，粘土は使用されていない。

棺の遺物はごくわずかであったが，副葬品とみられる臼玉 2点が出土している。 1点は出土位置を確認

でき，もう 1点はフルイにより出土が確認された。ただし，出土位置が確認された 1点は棺内ではなく，

東側側辺突出部の裏込め位置に当たる。棺内覆土に含まれた土器はごく小片であり，棺と直接の関係を認

めうるものではないため，墳丘出土土器としてまとめて後述する。

第 9図 1・2は滑石製臼玉である。色調がかなり暗く，滑石としては蛇紋岩に近いものと観察される。

1は径5.0mm, 厚さ2.8mm, 2は径4.5mm, 厚さ2.0mmで，ともに両端面は真っ平らで平行に整形された薄い正

円形の臼玉である。側面はともにやや丸みを帯びていて，側面中央には稜をもたない。整形痕はわずかに

残るが，擦れて失われ，表面はわずかに光沢をもつ。孔はともに径2.0mmの正円形で，孔の端部がわずかに

丸みを帯びている。表面や孔が擦れているので，実際に装身具として使用された可能性もある。
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臼玉は 2個とも極端に扁平で，算盤玉形が含まれない。この 2個のみで判断する限り，臼玉の中でも最

新相である可能性が高い。遡っても古墳時代中期後半以降であり，後期の可能性もある。

周溝内施設 (SMOOl-002, 第10図）

本古墳の南東側周溝底に，埋葬施設とみられる土坑 1基が検出されている。

・施設の形状 隅円長方形

・施設の規模 長さ1.85m, 幅0.83m (北側） ~0.71m (南側），深さ0.46m(周溝底から）

・施設の方向 N32度E

施設の床面は標高26.80m(北側） ~26.70m (南側）であり， 10cmほど北側が高い。幅も北側が広いこと

から，頭位は北側（やや東に振れる）とみられる。ただし，施設自体は周溝の方向に一致しているため，

頭位が絶対方位を意識したものとはいえない。

規模は，棺を納めると大人 1人分の幅よりも狭くなってしまい，床面も角が丸い形状であることから，

しっかりした棺の存在は想定しにくく，直接埋葬した可能性がある。

掘込み面については判断する情報がない。ただし，施設の周囲およそ2.7mx 1.8mの範囲が，ほかの周溝

底部よりも20cmほど不整楕円形に低くなっており，本施設も二段墓城の可能性がある。周溝底から施設の

床までは約0.7mの深さに達する。本施設は 4号墳に対する追加の埋葬施設と考えられるので，周溝がある

程度埋まった状態から掘り込まれた可能性もあるが，まだほとんど埋まっていない状態，すなわち築造か

ら間もなく営まれたとしても矛盾のない状況である。

周溝内施設内からは弥生時代から古墳時代にかけての土器細片が少量出土しただけに留まる。ただし，

周溝底の墓城上段付近で，第 8図 1の土師器杯が出土している。古墳出土土器の中では最も遺存状態がよ

く，半周以上が残存しているので，古墳供献土器もしくはこの周溝内施設への供献土器の可能性が高い。

土器は前述の通り，鬼高式の古相を示す。古墳時代後期前葉の所産とみられる。

(3)土器棺墓と副葬品

岩名 4号墳の墳丘下部， 5B-33グリッドから，土師器壺・甕を組み合わせた土器棺が出土している。調

査時には，この土器棺が本古墳の最初の埋葬施設と認識され，前期古墳と判断される根拠となった。しか

し，土器棺は円墳の中心にはなく，約 4m西寄りに位置している。中央施設が別に存在することを考慮す

ると，古墳の埋葬施設かどうかを慎重に検討する必要がある。

A・一

B
・
ー

ー •A'
周溝内施設 (S1l001-0021 

1 暗褐色土大ロームプロック含む 軟質

2 黒色土 粒子細かく粘質

3 暗褐色土 ソフトローム混

4 黄褐色土 ソフトローム主体軟質

A
 7

.
3
0
m
 

’
 

ー

•
B

A' 
ー・ 27.30m

゜
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第10図 岩名 4号墳周溝内施設
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土器棺が出土した層は，明らかに人為的に動かされた土で構成される。出土位置は弥生時代後期竪穴住

居跡 (8号住居跡： S1008) と重なっており，古墳墳丘断面に合成すると（第 6図），竪穴住居跡の覆土上

面に，土器棺の基底面がほぼ位置していることが分かる。 B断面の左側（東側）は旧地表が低く，この高

さより土器棺は明らかに高い位置にあるが，付近は緩やかな傾斜地であり，地形的に高い右側（西側）の

旧地表高に比べると，土器棺基底面は少し低い。したがって基底面が置かれた竪穴覆土上面は旧地表面と

ほぼ同じ高さと考えてよい。一方，土器棺上部はどうか。弥生時代住居跡の周堤帯が検出されていない点

に注意を要するが，土器棺上部は旧地表より明らかに高い。土器に風化の痕跡はないので，土器棺は土に

覆われていた可能性が高く，通常であれば円墳の盛土内という判断になるが，そう考えるにはやや疑問が

ある。土器棺本体から南に0.6m~0.8mの地点で，破片が 2点出土していることである（第11図の〇印）。

古墳築造に際して一義的に営まれた施設であればしつかり埋納されるので，盗掘や動物による移動等でな

い限り，中途半端な破片の散乱は，意図的な行為としては不合理である。古墳の最初の埋葬施設という可

能性は完全には排除できないとはいえ，土器棺より後に円墳が造営され，その結果，造営工事中に土器棺

の一部が踏み荒らされたと考えるほうが，より合理的である。ただし，このとき土器棺には少なくとも土

餞頭のような，簡易な被覆土が盛られていることを想定しなければならない。

なお，自然の地形であるか，人為の地形であるかを問わず，地膨れ部分を墳丘の一部に利用するのは，

古墳築造において頻繁にみられる手法である。

以上の所見から，円墳の中心に位置する中央施設が，岩名 4号墳の一義的な埋葬施設であり，墳丘下で

見つかった土器棺は，古墳に伴う可能性が残るものの，古墳に先立つ土器棺墓である可能性の方が高い。

ただし，土器棺に簡易な被覆土を伴うことが条件である。以下，土器棺本体の詳細を記す。

墳丘下土器棺（第11・12図）

第11図には左に出土状況図，右に組合せの復原図を示した。墳丘下土器棺を構成する土器は 3個体あり，

基底面に置かれて主たる容器の役割をしていたのが 1で，薔の役割をしていたのが 2・3である。 1・3

はともに口縁部を打ち欠いた甕の胴部を用い，割れた破断面どうしを合わせたような状態で出土している。

両者は破片が散らばることなく潰れた状態で出土し，とくに 1の下部は形を保っていただけでなく，内部

から，副葬品としてガラス玉が4点出土した。埋葬施設として設置され，原位置を保っていることを裏付

ける。

一方， 2の出土状況は次の 5点で 1・3とは異なっている。

イ）口縁部が揃っている。口）底部と胴部の一部が欠失している。ハ）破砕度が高い。二）一部が散乱し

ている。ホ）蓋である 3に比べて，胴部は高位で出土し，口縁部の一部は最低位 (1の内部）で出土して

いる。

このうち，ホ）の特徴から， 2は逆位（倒立）の状態であったことがわかる。また，出土状況図におい

て2が3を覆っている状態であるのに対し，口縁部片は 1と3の間に挟まって出土していることから， 2 

が 3を包んでいる状態，すなわち入れ子にしている状態と推定される。非破壊の状態では 2に3を挿入で

きないが，ハ）のように破砕度が高く，口）のように底部から胴部側面にかけて縦の帯状に欠失部分が認

められることは， 3を入れ子にする際に， 2を縦に分割し，細長い破片を樽状に合わせた痕跡と考えられ

る。口縁部は破片を接合するとイ）のように全周する。合わせた口縁部は 1に差し込まれた可能性が高い。

しかし，二）の散乱破片のうち，離れて出土した 2点 (0印）は口縁部である。完全に差し込まれた状
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④ （基底部） （復原図）
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第11図 岩名 4号墳墳丘下土器棺出土状況

態では散乱しにくい部位である。散乱時には口縁部の一部が差込口から外れていたと考えなくてはならな

い。この点，土器棺の主容器である 1は正位ではなく，やや斜めに設置されており，出士状況図において

も， 1に対して蓋となる 2・3が左（西）にずれている。斜めに構築されたのなら，潰れ方によっては，

差込口から口縁部の一部が外れる事態も想定される。土器棺は垂直構築ではなく，西に傾倒した，斜め構

築であった可能性が高い。

棺を構成する土器と副葬品は第12図に示した。土器は以下の 3点である。

1は平底甕である。胴部は球形であり，平底は径 8cmと小さく，内面底は尖りぎみである。胴部径は34.5

cmで，高さ約33cmの位置で頸部以上は意図的に打ち欠かれ，破断面は直線的に揃えられる。甕としては厚

手で大型であり， 二次被熱は認められないが，内外面に小円形剥離が無数に生じており，とくに内側が荒

れている。褐色の良好な焼成で，側面に明瞭な黒斑がつく 。外面は明瞭な右斜めハケ（約 5本/cm), 下半

部のみ後にナデが施され，内面はナデにより滑らかに仕上げられる。底面はヘラケズリが施される。頸部

内面には粘土の被と指痕が残る。胎土に細かい砂粒・赤色スコリア等を含むが比較的密である。球形の胴

部をもつ五領式新相（草刈古墳群土器編年皿期2))に特徴的な平底甕である。 2は素口縁壺である。口縁

部径15.7cm,胴径27.5cm前後，遺存高30.5cmである。二次被熱の痕跡はないが，内面は小円形剥離が無数に

発生し荒れている。淡い褐色ないしにぶい黄褐色で，肩部から下腹部にかけて帯状に黒斑がつく 。意図的

に打ち割られた古い破断面が胴部にみられ，口縁部は全部接合したが，底部から胴部にかけて縦に細い帯

状の欠損部がある。外面は肩部に右斜め，胴部は横位に，比較的粗いヘラナデが施され，口縁部は粗い縦

のヘラナデのちヨコナデが施される。やや縦長の胴部と調整は和泉式の甕と類似要素であるが，厚手で，
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口縁部外側面が内湾気味である点から五領式の壺と判断する。 3は平底甕である。胴部下半のみ出土した。

胴径24.5cm~25.5cm,遺存高20.0cmである。明褐色に焼成され，腹部に大きな黒斑がつく。二次被熱はみら

れない。外面は明瞭な面をもつ横のヘラナデ，内面は輪積痕を多く残した浅いヘラナデが中心から渦巻放

射状に施される。底面はやや凹み気味にヘラケズリが施される。胴部中央で打ち割られ，粘土の継ぎ目に

沿って割れる。底部内面に小円形剥離が生じる。赤色スコリアを含まない密な胎土が他と異なる。やや縦

長胴部の 2と類似の器種も想定しうるが厚さが異なるので，五領式の甕と考える。

副葬品は以下のガラス玉 4点である。

4~7は，いずれも土器棺内部から出土し，出土位置の分かる良好な資料である。 7のみ破損状態であ

り，図は最大の破片を実測した。色調は微細な違いは認められるが，基本的に緑みを帯びた薄い青色であ

る。白く濁るため透明度は低いが， 6のみわずかに透明である。外形は比較的歪みがあり，孔は正円筒形，

気泡に丸みが強いので，鋳型によって製作されたとみられる。

◎ 
⑰ 4 

◎ 
⑪ 5 

◎ 
⑰6 7

 

9

0

 

゜
(!/!) 5cm 

ヽ--
＼ 

ヽ
＼ ←  _j 

---------✓-
------

゜
(1/4) 10cm 

第12図 岩名 4号墳墳丘下土器棺出土遺物
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3 塚

(1)古墳転用の塚と関連遺構（第 5図現況とおなじ）

・塚の形態 方形

・塚の規模 一辺14m (A断面方向） x 16m (B断面方向），高さ約3.2m

岩名 4号墳は， 2項 (1) において検討したように，もともとの古墳墳丘からさらにl.lmを盛り上げて，

塚に転用されている。最高点は30.60mで，塚の南西辺に沿って走る溝の底が27.37mであることから，塚の

高さは，最高で約3.2mに達する。岩名 5号墳が最高3.6mであるので，これと匹敵する高さまで盛り上げて

いることから，両者は一対の塚と見なされた可能性がある。

塚への転用時期については，再構築土の出土土器が参考となる。とくに，すでに詳述した第 8図12は再

構築土内から出土したもので，瓦質の播鉢とみられる中世遺物である。これが再構築の上限とみてよい。

下限は後述する塚中央部の竪坑から出土した陶磁器により求めることができる。したがって，中・近世に

再構築され，機能した塚とみられる。

塚の下辺に沿って，地境溝とみられる溝が走る。これらはすでに報告した分であるが，南西辺には方形

溝状区画s) (SXOOl), 北西辺には 1号溝状遺構（溝002)が該当する。 1号溝状遺構は，報告分よりさら

に北東に延びることが測量図から確認できる。両者は溝の底部に連続する穴を有するなど，規模や特徴が

類似していることから，同じ目的で同じ時期に掘られ，現代まで続く地境として機能してきた溝である。

出土した陶磁器類は方形溝状区画出土の0.1kgに過ぎないが，方形溝状区画からは緑泥片岩製板碑の破片が

出土し，すでに報告されている。これは塚の時期と性格を知る上で重要な資料である。中世には塚として

すでに使用される契機があったことを示す。

なお，南東辺は浅い溝があったことを断面から確認できるだけで，むしろ周囲より小高い，平坦な面が

作り出されている。この平坦な面は調査時の所見によると建物があった可能性が高いが，具体的な遺構の

痕跡はなく，平坦面が作り出された時期は特定できない。覆土が形成されない点から，つい最近の所産と

みられる。

(2) 中央部竪坑と遺物（第13図）

塚の中央部には，頂上から巨大な竪坑が掘られている。上部では1.5mx 0.7mの不整楕円形，下部では1.2

m x 1.7mの不整円形をなし，深さは頂部から2.5mに達する。調査は盗掘坑との認識で進められたが，大規

模であり， しかも近世以降の陶磁器が豊富なことは，単なる盗掘目的の穴としては疑問である。別に目的

が存在する可能性が高い。竪坑の覆土はボソボソで柔らかく，他の土層とは明瞭に区別される。一部は空

洞部分も残っていた。

内部には陶磁器類が比較的多く認められたが，大きく接合できたのは図の 3個体である。

14・16は底が平坦で安定性が高く，器壁はまっすぐ直立する，細長い円筒形のものである。この形状は

一般に出土する陶磁器類とは異なって資料は少ない。類似の資料を探すと，花器の一種（花生，花瓶）の

可能性と，徳利や焼酎甕の可能性が考えられる。民具資料の中に，酒屋名が染め付けられた徳利の資料が

知られるので4り後者の可能性が高い。 14は白地に藍色の染付けを施した陶（磁）器製のいわゆる「びん

ぼうどっくり」とみられる。板や升を上に置いて蓋とする種類とみられ，高さ37.0cm, 口径11.8cm, 底径

16.5cmの，やや口がすぼんだ筒形をしている。内面下部にのみ明瞭なロクロ目が残る。破断面はやや灰身

を帯びた白色で，細かく発泡している。地の釉は上部ほど厚みがあり，冷却による細かく生じた升目状の
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ヒビが風合いを副える。高台はなく，底面まで釉薬が覆う。染付けは側面の表裏にのみ大きく施され，一

方は「0」の中に「川」，一方は縦に「川口」と豪快な籠跡で書かれている。屋号であろう 。酒の配達用に

酒屋が特別注文した徳利と考えられる。近世瀬戸・美濃産に質がよく似る。 16は外面がつるつるして光沢

のある，褐色～暗褐色の釉に覆われた，陶器の甕である。底径30.5cm,現高約34cmの寸胴な筒形をなす。

厚さが1.1cm以上と厚手で重量がある。外面は全面釉に覆われ，一部に自然釉が掛かって青みを帯びた個所

や線状に暗い赤みを帯びた線がみられる。内面は横のナデ痕跡が明瞭で，光沢のない黒色に覆われる。破

断面はセピア色で，胎土に大粒の砂粒を含む。底面には砂が融着している。近世備前焼その他の一般的な

甕と質的によく似ており，焼酎甕などの可能性は十分あるが，用途は特定できない。

15は瓦質の焼炉または移動式寵（ヘッツイ）の一種である。半周遺存する。口縁外周に高さ1.5cm,厚さ

1.8cmの突帯が巡る。口縁内径は22.0cmである。表面は黒ずんで暗褐色，破断面は黄褐色で，口縁内面のみ

幅 5cmの帯状に煤状付着物がべったりと覆う 。軟質の焼成で，胎土は比較的密である。側面に幅15.0cmの

焚き口が開いており，焚き口の上には高さ1.8cmほどの波状装飾を施した庇がつく。庇の左側にはその延長

線上にまっすぐ沈線が施されている。庇と口縁部突帯の間には，細い二重・三重の線状鉄銹が取り巻くよ

うに付着する。針金を巻いて補強したものとみられる。なお，ほかに同一個体とみられる底部の小片 1点

があり，低く小さい円錐形突起状の脚がみられる。

14 

゜
(j/4) 10cm 

16 

第13図 塚・竪坑内出土遺物 (4号墳）
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以上を総合した結果，竪坑の機能や陶磁器類の投入契機は不明であるが，塚の再整形は中世以降であり，

陶磁器類が近世・近代の所産とすると，塚として最も活発に機能した時期は近世であったとみられる。

第 2節岩名 5号墳

1 現況

岩名 5号墳は，南西に印猫沼（鹿島川下流）の低地を直接見下ろす台地縁に位置している。付近は，背

後の印猫沼（北東の中央排水路側）から台地をほとんど横断するように大支谷が入ってきており，鹿島川

低地との間に幅100m,標高23mという低い陸狭部を形成している。本古墳はこの「馬の背」状台地の中央

部に築造されている。本古墳の南西側と北東側はそれぞれの谷へ下りる急傾斜地であり，本古墳が台地上

面を幅いっぱいに占拠している状況である。北西側の地形はかつての民家造成により大きく削平され，高

さ5m前後の崖が迫っている。

第14図は発掘調査前の岩名 5号墳測量図（等高線間隔： 20cmりである。本古墳は荒れた山林で覆われ

ていたが，伐採後には低地から直接見上げることができ，残存していた径約19m, 高さ約 3mの円形墳丘

は遺存状態も比較的良好で，視覚的には規模以上の存在感を有するものであった。

周溝は埋没していた。墳丘は南西側が赤道により削平されていたほか，裾が四角形に近い直線的な形に

削り込まれていることから，耕作などによる削平ではなく，意図的な改変を受けていた可能性があると判

断された。赤道は県道に遮断された後に進入路を付け替えた痕跡があり，かなり古くから台地上を結ぶ道

路であったと観察された。本古墳からは県道を挟んだ台地上の岩名 4号墳をやや見上げるように望むこと

ができ，ほぽ同じ大きさ，同じ高さで対峙していることから，二基一組の利用も想定しうる。よって，本

古墳も塚への転用が疑われた。

周囲の地層は，すでに古墳築造以前までの浸食でローム層がほとんど失われている。高いところでは，

標高25.2mで厚さ約20cmの黒色土（古墳時代の旧表土）が検出され，その下位にローム質の黄褐色粘質土

が若干認められる場所がある。その下層はすぐに褐色粘土層，白色粘土層へと移行し，標高23.5m以下で

砂層（成田層に相当）が認められる。

2 古墳の墳丘と埋葬施設

(1)墳丘と周溝（第15・16図）

古墳の墳丘調査結果は以下のとおりである。

・古墳の形態 円墳

・古墳の規模 墳丘長（直径） 21m, 墳丘高 3.6m前後

周溝北側に，幅3.3mの陸橋状部分がみられる。陸橋状部は周溝外より 34cm低くなっているが，左右の周

溝底からは約25cm程度高く，掘り残されている。周溝の深さは南東側などで約60cmあるが，周辺地形が傾

斜しているため，外側の立ち上がりがかなり浅くなっている場所が多い。周溝外周の形はおおむね円形で

はあるが，幅は一定でなく不整形である。周溝外周を含めた総長は約27mである。

周溝内部の覆土にはとくに人為的な痕跡が認められず，自然な埋没とみられる。

墳丘は無段築で，最高点27.07m,墳裾最低点23.34mで，比高は3.73mに達するが，北側からの比高は3.33

mである。墳頂平坦面は径 6mのほぽ円形であり，削平のためやや楕円形になっているがほぽ正円形に復
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岩名 5.r;・in

古l!!築造以降の堆積土

イ極II沿褐色土 木根多し（表 I'.)

口 県褐色粘質1: 褐色粘粒少 (llai髯）

ハ 115褐色粘質土 褐色粘粒多 (I、',1溝）
二 II沿褐色粘質土 褐色粘：L粒 ・ローム粒多（削平部に1;1洛I

ホ 黒褐色:J-. ローム粒多 II月溝）
ヘ黒褐色粘質土 褐色粘：I.: 粒 ・ロ ーム粒多（周溝）

卜 褐色：r. 5cm褐色粘上塊上体 しまりなし（土坑）

チ極賠褐色土 しまりゆるし（塚の再整形而に堆梢）

リ 賠褐色砂質上 褐色粘土塊 .Jリ1褐色砂粒多 しまり あり (I~溝）

ヌ 黒褐色砂質土砂粒多 しまりあり (I月溝）

埋葬施設 • 土坑等

a /,1.¥褐色土 炭粒少含木根多くポソボソ

b 極賠褐色土 炭粒炭塊多含ややしまりあり

c II釘褐色土 褐色粘_l粒少含ややしまりあり

d 極暗褐色土 0.5cm褐色粘：t塊少含炭粒少含 ややしまりあり

e 暗褐色土 0.5cm褐色粘土塊 ・ロームプロッ ク少含 しまりあり

［ 暗褐色土 0.5cm褐色粘土塊 ・ロー ムプロック少含 しまり ゆるし

g I II沿褐色土 I cmロームプロック多 しまりゆるし

g2褐色土 4 cmロームプロック 褐色粘土塊多 しまりゆ るし

h 賠褐色土 褐色粘土粒少ややしまりあり

i i炎褐色粘1: 白色粘」：塊多 ややしまりあり

j II針褐色粘牧土筑波石片 白色粘土粒多 ややしまりゆるし

k 褐色土 褐色粘土細塊主体 ややしまりあり

I 粒II氾褐色土 ややしまりあり

m 褐色土 褐色粘土塊多ややしまりあり

n IYJ褐色粘質土 白色粘j:塊多 しまりあり

)It丘盛J:
I I引褐色粘'l'l.:l: 褐色粘上塊 ・ロームプロック主体 しまりあり

2 m褐色上 ロームプロック少 しまりあり

3 IUI褐色上 2cm以 fロームプロック ・粘土塊主体 ややしまりゆるし

4 黒褐色粘買土 lり1褐色土が層状に入る しまりあり

5 褐色粘質土 I cm褐色粘土塊多 しまりあり

6 Iり1褐色粘質土 3 cm褐色粘:1:JJI!.土体 しまりあり

7 /.I.¥褐色」： I cmローム褐色粘上塊多 しまり あり

8 JI沿褐色粘質土 I cmローム褐色粘上塊多 しまりあり

9 IYJ褐色土 ローム土主体しまりあり

IO /).¥褐色土 I cmロームプロック多 しまりあり

II 褐色―L 褐色粘土塊 ・ローム土土体 しまりあり

12 Iり1褐色土 褐色粘上JJI!.・ロームプロ ック主体 しまりあり

13 JI紅褐色土 褐色粘・[:塊 ・ロームプロック多 しまりあり

14 り1褐色土 褐色粘士塊 ・ローム プロック主体 しまり あり

15 極JI沿褐色土 褐色粘土塊多 しまりあり

16 褐色粘質土 褐色粘土塊上体 ・ローム 少 しまりあり

17 :1.¥褐色土 褐色粘J:塊多しまりあり

18 JI沼褐色粘'l'l.:l: 褐色粘j:JJI!.主体 しまりあり

19 :r. 褐色土 褐色粘土塊少しまりあり

. 20 褐色粘質土 褐色粘土JJI!.±体 しまりあり

21 11,¥褐色粘質土 褐色粘土塊少 しまりあり

22 II斉褐色粘買土 褐色粘土塊多 しまりあり

23 極JI音褐粘伐土 ！）．＼色土1こ褐色粘土JJI!.混 しまりあり

24 黙褐色土 褐色枯土塊少しまりあり

25 Iリ1褐色土 褐色粘土塊 ・ロームプロック 主体 しまりあり

26 Jiff褐色土 褐色粘土塊 ・ロームプロック多 しまりあり

27 褐色土 褐色粘土塊 ・ロームプロック 多 しまりあり

28 /).¥褐色土 褐色粘土塊多 しまりあり

29 褐色粘買土 褐色粘土塊多焼上粒少 しまりあり

30 賠褐色粘買七褐色粘土塊多焼土粒少 しまりあり

31 褐色粘ra. 褐色粘土塊多焼土粒多 しまりあり

32 黙褐色土 褐色粘上塊 ・ロ ームプロック多 しまりあり

33 Iり1褐色」： 褐色粘上塊 ・ロームプロック主体 しまりあり

34 II音褐色粘質土褐色粘土塊多 しまりあり

35 /.I.¥褐色粘質土褐色利;±.塊多 しまりあり

36 llff褐色粘質土 しまりあり

37 黒褐色土 褐色粘土塊多焼土粒少しまりあり

38 II引褐色土 褐色粘上塊多 しまりあり

39 I.I. し褐色土 褐色粘：L塊少焼上粒少しまりあり

40 褐色粘質土 褐色粘：[. 塊主体 しまりあり

41 熱褐色土 しまりあり

42 褐色粘質土 褐色粘土塊1°1本 しまりあり

43 II音褐色粘質上 褐色粘土塊多 しまりあり

44 :I.¥褐色粘質土 褐色粘土塊少 しまりあり

45 褐色粘質土 褐色粘士塊主体 しまりあり

46 焦褐色粘質土 しまりあり

47 (I.¥褐色土 褐色粘土塊少しまりあり

48 褐色上 褐色粘上塊 ・ロー ムプロック多 しまりあり

49 焦褐色土 ロームプロ ック少 しまりあり

50 褐色土 褐色粘土塊 ・ロームプロ ック多 しまりあり

51 IYJ褐色土 ローム土主体 しまりあり

52 賠褐色粘質土 ！）．＼褐色土と褐色粘が層状を成す 固くしまる

53 焦色」．： しまりあり

54 黒褐色土 ロームプロック 多 しまりあり

55 褐色土 褐色粘土塊 ・ロームプロック 多 しまりあり

56 IYJ褐色土 褐色粘:L塊 ・ロームプロック多 しまりあり

57 明褐色土 ロームプロック 主体焼土粒少 しまりあり

58 I月褐色粘質土 ロームプロック褐色粘土塊多 しまりあり

59 褐色粘質土 褐色粘土塊多黙色土塊 ・焼土粒少 しまりあり

60 褐色粘質土 褐色粘土塊主体 しまりあり

61 黒褐色土 しまりあり

62 明褐色粘質土 褐色粘土塊 ・ロームプロック多 しまりあり

63 II計褐色土 褐色粘土塊少 しまりあり
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原される。墳丘傾斜角度は良好な遺存部分で約30度，墳裾ではわずかに緩やかであるが，周溝内周の立ち

上がりは約25度に達している。均整な円錐台形の墳丘である。

標高25.2m前後が旧地表であり，その上部が盛土である。盛土高は1.8m前後で墳丘高のほぼ半分を占め，

残り半分が周溝掘削に合わせて地山を削り出した部分である。旧地表は若干の丸みを帯びて周囲に傾斜し

ており，もともと地形的に若干高かった場所を利用して築造された可能性が高い。

旧地表面は黒褐色土ないし極暗褐色土である。褐色土を多く含むのは，古墳造営前の状態が平坦面では

なく，細かく凸凹していたためとみられる。その表面には，薄いが墳丘下の全面にわたつで焼土粒を多く

含む層が認められた。その厚さは0.5cm~数cmで，表面の凸凹に合わせて顕著な部分と不明瞭な部分が認め

られ，焼土粒の多い部分では炭化粒も比較的多く認められた。明白な土坑，柱穴，遺物集中区等の他の人

的所作を示す要素は認められず，祭祀性は乏しい。古墳構築に先立つ整地に伴い，草木を除去した際の抜

根・ 焼却の痕跡と考える。

盛土は基本的に黒色士と褐色粘土を主体に構成されているので，おもに周溝掘削土を盛り上げたものと

考える。ただし，ローム土が比較的多く含まれることから，周辺の浅い部分の土を合わせて使用した可能

性が高い。積み方は，黒色土と，褐色土ないし明褐色土を交互に積むことを基本とする。手順は以下のと

おりと推定される。まず，周溝に近い周辺部からドーナツ状に積み上げてゆき，徐々に中央部にむかって

押し出しながら，約 lmの高さまで積む。次に，中央部に土を充填しながら，さらに0.6mほど積み上げる。

最後に中央の凹みと周囲に土を被覆させ，墳丘面を整える。

(2)墳頂部の状況と石棺（第17図）

墳頂部

墳頂部で草木の根に覆われた表層を約 5cm取り除くと，平坦面の北側縁辺部で，甕片を中心とする須恵

器片が集中する場所が検出された。平面で掘込みの境界が一部確認されたことと，鉄器が伴出したため，

当初は埋葬施設（旧：第 1施設）と考えて調査を進めたが，この掘込み線はのちに石棺墓城の境界と一致

していることが判明した。これら須恵器片は墳頂に供献された土器と判断される。

墳頂部平坦面では，盗掘坑が中央に 1か所，松根採掘坑とみられる長方形土坑 (SK004)が東側に 1か

所みられ，埋葬施設や墓城を攪乱していた。盗掘坑は石棺（旧：第 2施設）全体に及んでおり，上部は播

り鉢状に広がって，上面では2.9mX2.2mにも達する徹底的なものである。断面の様子から 2回に分けて掘

られた可能性があるが，近世以降の陶磁器細片が混入していたのは盗掘坑覆土最上部（第15図 a層）に留

まるため，盗掘はかなり古い時代に行われたとみられ，近枇以降の細片は盗掘の名残である陥没に混入し

たものと考える。盗掘坑内からは遺物が多く出土しており，墳頂部供献土器とみられる須恵器細片と，副

葬品とみられる鉄器の細片が主体を占める。遺物は大半が覆土中に散乱した状況で含まれていたため，盗

掘坑はすぐに埋め戻されたとみられ，また，盗掘の目的は副葬品ではなく，石棺材であった可能性が高い。

石棺材は主要部材がすべて取り去られていた。

石棺

石棺本体の調査成果は以下のとおりである。

• 石棺の形態 板石（筑波石）組の箱形石棺

• 石棺の規模長さ2.3m

幅0.7m~0.6m (但し，内法推定値）

- 27-
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石棺材は，筑波石として知られる，茨城県筑波山麓で産出される変成岩の一種である。多量の雲母を含

む板石であることから雲母片岩と報告されることが多いもので，本古墳の残存石材はこのうち比較的雲母

粒が細かく，全体が褐灰色の砂塊にみえる柔らかい石質をもつ。質的には，栄町竜角寺浅間山古墳の石室

材と近い関係にある。

棺床まで盗掘坑が及んでおり，床石が取り去られていたが，一部にその残骸と思われる石材が残ってい

た。良好なものでは， 30cm四方の板石 2点の残存が確認されている。これらは他の石棺残骸に比べて角が

丸いなどの特徴があり，本来の棺材である可能性が高い。このことから，少なくとも 1枚の大きな床石で

はなく，比較的小型の板石を敷き詰めたか，あるいは数枚の板石敷きの隙間に充填したか，いずれかの床

石とみられる。

板石の組み方は以下のとおりと考える。周囲の側壁溝が直線的ではないことから，側板は一枚ではなく，

多数で構成される可能性が高く，溝内に剥がれ落ちている側板残欠の石目が縦方向に向いていることから，

長い石材を横に使用したのではなく，短い石材を立てて並べた可能性が高い。北西側の側板に関しては残

欠の切れ目から幅60cm前後と推定されるため，石棺の長さから逆算すると，側板を左右に 4枚~5枚立て

る，標準的な組み方が想定される。幅からみて，小口にも同じ部材を用いていた可能性が高い。

石棺は狭く，丁度 1人分の広さしかない。幅は西側より 10cm以上東側が広く，床の高さも現況で東側の

ほうが8cmほど高い。頭位は東向きと考えられ，方位は S82度E, すなわち真東から 8度だけ南に触れて

いる。これは，ちょうど沼に面した台地の縁とほぼ同じ方向である。また，第17図の断面図をみる限り，

盗掘坑の傾斜が急に広がる床から50cmの高さまでは，確実に側板で囲まれていたと考えられる。高さは内

法で50cm~60cmと推定される。溝の深さは10cm~20cmであり，板石の部材長は60cm~80cmが想定される。

なお，石棺輻が広い東側では，西側よりも壁断面が激しく内傾している。これが原状を反映しているなら，

蓋石の大きさに規制されて内傾させた可能性があり，石棺蓋も側板と同じ大きさの部材が用いられた可能

性が高くなる。

石棺埋設のための墓城は以下のとおりである。

．墓堀の形態不整楕円形

．墓城の規模長さ4.lm, 幅3.3m,深さ0.8m

墓城は大きめであるが，不整形で，断面は揺り鉢形である。石棺頭位の小口付近では全部を掘り抜かず，

小口板を立てる位置に合わせて垂直に掘り落としているなど，手順の省略がみられる。石棺壁に対する裏

込めや棺床には，墓城上部や墳丘盛士と異なり，白色粘土を多めに用いている。また，周囲に石棺材の剥

片を敷き詰めて，補強している。裏込石の面は東側が高く，西側が全体に低くなっている。

これらを総合すると，まず頭位を決め，それに合わせて墓堀を掘り，頭位小口石を墓城壁に立て掛ける。

次に頭位（東）方向から側板石を組み，同時に裏込めをしていき，一旦西側まで組み終わった時点で裏込

石を敷き詰める，という手順が考えられる。このため，最初に裏込めをする東側が，裏込めの層序的にも

高くなったとみられる。このほか，蓋石の高さで白色粘土を多く用いて整えている様子が観察される。

(3)墳丘及び石棺の出土遺物（第18・19図）

墳頂供献土器

墳頂から須恵器が 3個体出土している。そのうち， 1の甕と 3の杯が墓城北側の上面から出土し，墳頂

部平坦面におかれたものと考えられる。 2の壺は，墳頂から落ち込んだ多数の甕片とともに，盗掘坑から
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2暗褐色粘買土 炭化粒 ・板石）ヤ少ややしまりあり

3明褐色粘質土 白色粘土塊 (3cm以下）多 ややしまりあり

4極暗褐色粘質土 炭化粒・板石）ヤ ・黄色砂塊少 しまりゆるし

5褐色粘質土 褐色粘土塊主体しまりあり

6褐色粘質上 褐色粘土塊主体白色粘土層挟む固くしまりあり

7熱褐色土 褐色粘土塊少ややしまりゆるし

81町1褐色粘質土 褐色粘土塊多 しまりあり

9灰褐色粘質土 灰貨色粘土塊多 しまりあり

10暗褐色土 褐色粘土塊少ややしまりあり

111月褐色粘質土 白色粘土漏と互附 しまりあり

粘土

゜
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II 11 

第17図岩名 5号墳石棺
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出土した。なお，甕は周溝内まで破片が転落していた。

1は須恵器甕である。粉々の状態で多量の破片が出土した。図は各部破片から図上で復原したもので，

多少異なった復原も可能である。甕はよく還元焼成された硬質の須恵器で，外面上部は薄い自然釉を受け

て暗灰褐色，外面下部は青みの暗灰色，内面は褐灰色が多い。胎土は粗<'砂粒と大粒スコリアを多量に

含む。タタキ整形で，外面に斜格子状の節をもった平行タタキ，内面に青海波文で覆われる。底部は丸底

とみられるが，焼き台が触れる部分で大きく凹んでいる個所がある。窯は特定できないが地元• 関東の須

恵器とみられる。 2は須恵器壺の口縁部である。口縁部の開き方等からフラスコ形長頸壺など，長頸壺の

一部とみられる。ロクロ整形で，口縁端部は鋭い断面三角形に仕上げられる。内面にオリーブ色に光沢を

放つ自然釉が粉状に掛かる。硬質で良好な還元焼成で，灰白色に黒色微粒子がちりばめられた滑らかな胎

土は，湖西窯をはじめとした東海産のものである。 3は須恵器蓋杯の杯身である。細片のため正確な径を

出せないがかなり小型とみられ，蓋受けからの立ち上がりが極めて低い。灰色の比較的良好な還元焼成で，

黒色微粒がちりばめられた密な胎土から，東海産の可能性が高いと考える。

盛土・周溝内出土土器

盛土内と旧表土の遺物は，土師器細片わずか 3点 (30g)のほかは，後に述べるような縄文土器片と石

器類のみであった。周溝からは土師器片がわずかに多く出土したが (150g), 細片に限られた。

4は盛土内 (lOE-91, 石棺の南側）から出土した土師器杯である。土層観察壁を取り外した際に出土

している。薄手の土師器で，内外面ともミガキ，赤彩が施される。内傾が強い丸底の杯であり，比較的小

型であることから，鬼高式の新相とみられ，墳頂部須恵器と近い年代の所産とみられる。

5は周溝底から出土した，平安時代の土師器椀である。 1/4周ほどの遺存度である。ロクロ整形で，高台

を有する。内面は黒色処理が施され，口縁部外面の1/3まで黒色に染まる。

6は周溝出土の甕の底部で，弥生土器の可能性が高い。

7は座棺墓上部から出土した土製品で，手捏ね土器とみられるが，時期は特定できない。

副葬品

副葬品としては，盗掘坑内覆土中に散乱して出土した鉄鏃片15点，鉄製刀子片 6点，ほか鉄細片 3点が

ある。刀子は一部が墳頂供献土器と伴出しているので，ともに墳頂へ置かれた可能性が高い。

8 ~22は鉄鏃片である。いずれも長頸鏃の一部である。 1点を除いて石棺盗掘坑内の覆土に破片が散乱

していたもので， 13のみSK015の覆土から出土したが，これも埋葬施設に由来するものとみられる。 8~

13が鏃身～頸， 14~22が頸～茎の断片である。鏃身には若干の相違があるが，基本的に片丸造りで，細く

小さい柳葉形のものである（鏃身長27mm,幅9.0~10.5mm)。頸と鏃身との境界は不明瞭であるが，わずかな

幅の違いから関の位置が知られる。頸は長さが分かるものはないが，細く華奢な延板状（幅5.5~7.5mm)で

ある点が特徴的で，鏃身から箆被までの頸の厚み (3.5~5.0mm)はほとんど変わらない。箆被は棘状突起を

左右に配した，いわゆる棘箆被である。箆被を境に茎は幅がやや細くなり，厚みも茎尻に向かって徐々に

細くなる。 15と22には木質が残る。

23~28は鉄製刀子である。 25・27は盗掘坑が及んでいない墳頂部須恵器供献地点から， 26は盗掘坑から，

28は周溝からの出土であるが，状況から須恵器甕と一緒に墳頂部に置かれた可能性が高く，周溝からのも

のは墳頂から転落したとみられる。 26・27が刀身， 25・28が関から茎の断片で， 25は鏃身の可能性もある

が，断面厚みの非対称性から刀子と判断する。関の破片が 2片あり， 2個体分が存在する。質的には25~
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第18図 岩名 5号墳墳丘・周溝出土遺物

27がよく似ており，いずれも身の最大幅は14.5mm, 木質は認められない。28は木質がよく残り，木質には

ハバキの痕跡が残る。茎長40.0mm,茎の最大幅12.5mmで，茎尻部分は腐食により内側から折れて膨らんでい

る。

長頸鏃は，頸の長さが不明であるが，棘箆被を有する点で古墳時代後期の特徴を有しており，華奢な作

りである点，柳葉形鏃身の関が不明瞭である点は，その中でも比較的新相を示す。

3 塚

(1)古墳転用の塚

中・近世において岩名 5号墳は，岩名 4号墳と同様に塚として利用されている。現況の墳丘測量図（第

14図）では，南側と東側がやや直線的に削り込まれ，古墳よりも小型（塚長約19m)で急傾斜をもつ，高

い塚に作り変えられている。平面は，円形を一部にとどめるが方形に近い。西側は古い道がかすめるよう

に通っており，数度にわたって削り取られている。削平部の斜面には，奥部に溝をもつ段が 2段~3段認

められ，これらが旧来の道の名残とみられる。すなわち，旧来の道は近世には現在より浅い位置にあり，

塚の麓を通っていたが，外側に幅を広げつつ次第に深く削り込んでいった可能性が高い。削平により生ま

れた切通しの壁には， SK006などが横穴状に掘り込まれ，何らかの施設が作られたとみられる。

墳頂部平坦面には古墳築造後の様々な利用の跡がみられる。技術上の限界で確認できるものは少ないが，
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第19図 岩名 5号墳墳頂部及び石棺出土鉄製品

杭や柱を立てた痕跡があり（第20図），盗掘坑の陥没部には上部に大量の炭化物を含む層が堆積していた。

遺物はそれら炭化物を含む層の上面に，若干の陶磁器の極細片が認められた。

墳頂平坦面の北西側には長さ1.3m,幅0.7mの楕円形土坑がみられる。有天井土坑に類似の形で，横から

斜めに扶り込んであり，底面が比較的固くしまっている。古墳の追加埋葬施設の可能性も捨てきれないが，

近世の溝にも作られる形態の土坑であるため，この報告では塚上に作られた何らかの簡易な施設に付随す

る土坑として扱っておく。墳頂遺物のうち陶磁器はいずれも細片であった。

塚の整形面では遺物が少なかったが，銅銭 (28) と鉄銭 (29)が各 1点ずつ出土した。

塚の利用は近代までとみられる。墳丘北側斜面には後世の溝が走っており，その墳丘側脇 (lOE-60付

近）では，底外面に旧日本軍の退役記念に送られた旭日旗印入りの盃や，キセル (30)が出土している。

第21図には塚に関係する金属製品を示した。 28の銅銭は寛永通宝の一文銭である。初鋳年代1700年の裏

に文字がない新寛永銅銭である。腐食は激しいが細い文字が明瞭に判読できる。 29の鉄銭も寛永通宝の一

文銭である。初鋳年代1739年の新寛永鉄銭で，裏に文字はない。腐食のため肉眼ではまったく判読できず，

X線写真でわずかに「永」「通」が判読できる。 30は青銅製のキセルである。銅板を筒状に丸めて製作され
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第21図塚関連遺物 (5号墳）

る。内部に木質がよく残る。キセルの中でも皿が小さく，急に屈曲するのは新相である。

(2)座棺墓 （第22~23図）

塚の周辺には17基の円形土坑が検出された。これらは塚を意識して周辺に営まれた近世の座棺墓とみら

れる。古墳の周溝埋没後の掘削であることは断面にも表れており明らかであるが，出土遺物が極めて少な

いため，詳細な時期検討はできない。ただし， SK007上部から出土した上記の鉄銭が年代の参考となる。

鉄銭は近世後半の所産とみられる。

座棺墓は径1.2m前後が多く，平面は正円形をなす。ほぽ垂直に掘り込まれ，底も正円形であるが，底の

一部だけをさらに10cm前後掘っているものがある。深さは様々で，地山にローム質土が残る古墳北側陸橋

付近に掘られた土坑SK003は比較的深く 1.2mあるが，ほかは1.0m~0.5mの深さである。調査時に剥がした

表土が10cm程度であることを考慮すると，座棺を埋めて土を被覆するだけの高さが十分に確保できないた

め，座棺墓としてはかなり浅い。ただし，遺存した腐植土の簿さを考慮すると，近代以降に表面が削られ

た可能性は排除できない。
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第 3節盛士及び旧表土の遺物

本遺跡の調査は古墳を主目的としたものであったが，調査区内からは古墳期以外の遺物も若干出土して

おり，ここでは古墳に直接関連しない遺物群を土器・石器に区分し，一括して取り扱うこととした。なお，

時期的には旧石器時代から弥生時代に属するものであり，出土地点は古墳の盛土あるいは旧表土中となる。

1 石器（第23・24図）

出土した石器は旧石器時代から縄文時代に属するものであり，器種・剥離法・石材等によりできる限り

分離することとした。

旧石器時代に属すると考えられる石器は，計22点存在し，磨製石斧．掻器・楔形石器などがみられた。

また黒曜石などは縄文期の可能性も残すが，後述するように縄文期の石器群は多いものとはいえない。石

材についても黒曜石が認められなかったことから，これらの石器群は旧石器時代に属するものと考えた。

局部磨製石斧 (1) 頭部を欠失した局部磨製石斧を再利用した石器となろう。上部と側縁には小さな整

形剥離を施しており，スクレイパーとしての機能を保有していたものと考えられる。刃部は精緻な研磨に

より作出され，鋭利な角度をもたせている。石材は流紋岩である。

尖頭器 (2) 横長剥片の周囲に加工を施し，尖頭器としている。先端の整形はやや丸みをおびているた

め削器の可能性も残る。主剥離面での加工は認められない。石材は嶺岡頁岩である。

掻・削器 (3~ 5) すべて黒曜石製で， 3は半透明の良質な黒曜石を用いた剥片を素材とし，下端部の

右に簡単な剥離を施し掻器としている。 4・5は不純物を含有する黒曜石で， 4は下端部に数回の剥離を

施し削器としている。 5は残核を利用したものとなろう。下端部に若干の使用痕を残す。

楔形石器 (6~9) 6は表皮部分の剥片であり，上下端に小さな調整剥離が加えられている。珪質頁岩

を利用した楔形石器となろう。 7・8はチャート製である。 7は石刃状剥片の下端を両面から剥離し，楔

としている。 8は左側縁を数回の剥離で整形している。 9も6と同様に表皮部分の剥片を素材にしており，

上部を両面から小さく剥離している。石材は流紋岩である。

剥片 (10~19) 10~12は，側面に調整痕あるいは使用痕が認められる剥片で，いずれも黒曜石製である。

11は下部の挟れた部分に明確な調整痕が認められる。 12は石器の素材としては十分な形状を有するが，両

側縁に小さな刃こぽれ痕を認めるに過ぎない。石質は， 10が縞状の黒色帯を含んだガラス質で， 11・12は

黒色味が強く気泡・不純物のみられる黒曜石である。 13~16はメノウ製の剥片である。 13・14は大型剥片

といえようが加工痕は認められない。 15・16も同様である。 17・18は硬質頁岩であり， 17の色調は灰白色

を呈し，表面は節理面となっている。 18は一般的にみられる灰褐色である。 19は黒色安山岩で石器の素材

にできるような形状を有するが加工は認められない。 20は不純物を含む黒曜石の小剥片である。

石核 (21・22) 2点が存在する。 21は上下方向からの剥離が認められ，平坦な打面部が僅かに残る。不

純物を多く含む黒曜石のため良好な剥片剥取は望めないような石材である。 22も小石などを多く含む黒曜

石で，平坦な打面から小剥片の剥離まで続けていたことが窺われる。

計22点の石器・剥片等についてみてきたが，これらの石器群は約120m程離れた異なる地点から検出され

たものである。だが地形としてみた場合，同一台地上に位置している。出土地点としてみれば， 1・2・ 

4・7・8・10・12~22までの17点は， 5号墳の調査時に検出されたものであり，周辺域には旧石器時代

の石器群が包蔵されている可能性が強いといえよう。
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第24図 岩名 4号墳.5号墳周辺出土の石器 (2)

縄文時代に属する石器としては石鏃 3 点• 石斧片 2点が出士している。石鏃が 4号墳の調壺時に，石斧

片が 5号墳の調査時に検出されている。

石鏃 (23~25) 3点の石材は異なり， 23が赤色碧玉（赤宝石）， 24が流紋岩， 25が硬質頁岩を採用してい

る。 24・25は同様な作りで，基部の扶りが深く剥離も含めて丁寧な仕上げとなっている。 25は薄い剥片を

利用しているため，一次剥離面をそのまま残し周囲を加工するにとどめている。

石斧 (26・27) 26は頁岩（黒色頁岩）製で頭部片と思われる。表面は滑らかであるが，研磨痕は観察で

きない。 27は輝緑岩で上半部のみが遺存したものである。表面中央部は平よく研磨されている。
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2 縄文土器・弥生土器（第25図）

次に土器群についても若干触れておきたい。土器群は縄文から弥生期に属するものが検出されているが，

その多くは縄文後期に属するものである。その他には中期の小片が 2~3点出土しているが，図示は省略

した。なお，図示した 1~13までは 4号墳周辺から出土したもので，他は 5号墳周辺から出土した。

(1)縄文土器 (1~12) 

土器は縄文後期の加曽利B式が主体となり，若干，早期の茅山式や後期末の安行式で構成される。

早期 (14) 早期の土器としては，条痕文系が 1点認められた。胎土には繊維を含み，表裏面は条痕によっ

て整形されている。

後期 (1~11, 15~17) 

1 ~10, 15~17は加曽利B式に属するものである。 1は胴部片で，太い沈線によって区画されその中は

細い無節Lの縄文によって満たされる。裏面は箆状工具によって整形されている。器厚は薄く，精製土器

までには至らないが精緻な作りとなっている。 2・3は粗製の深鉢で粗い単節LRが施されている。 2のロ

縁部片は，粘土紐を貼り付け指頭により凹凸を巡らせる。 4~7は同一個体の破片で太い沈線で区画した

中を単節LRの縄文で満たしている。 8・9も同一個体の口縁部片である。 2~3条の浅く幅広の沈線を巡

らしており，縄文は認められない。 10は胴部片で太い沈線を巡らし，ハの字状にアクセントをおき，縄文

は認められない。これらの色調は赤褐色のものが多く，焼成も概して良好である。 15は鉢形を呈した器形

となろう。縄文帯を太い沈線で区画し，一定間隔に縦方向に沈線を入れる。色調は淡い黒褐色を呈する。

器面は精製に近い。 16・17は加曽利B式でも新しいタイプの深鉢となろう。器面には縄文や条線が施され

ている。

11は安行 I式に属するもので，口唇部は著しく肥厚する。口縁部にLRの細縄文を帯状に施文している。

口縁がやや内弯するタイプの深鉢となろう。

(2)弥生土器 (12・13)

弥生期の土器片は 4号墳の盛土内から多く検出されており，図に示す 2点は後期に属する甕形土器の破

片である。 12は口唇部を箆状工具のようなもので交互に押圧を加えている。おそらくこのタイプは頸部に

輪積を有する甕と考えられる。 13は7片の破片が出土して， 6片が接合したものである。器面は粗い撚糸

文で覆われ，胎土には雲母のほか石英粒を多く含む小石が目立つ。器厚は 7mm~ 9 mmでやや厚手の大型の

甕となろう。いわゆる北関東系の土器群の中に含められるものである。

注 1 石倉亮治・黒沢崇 2004 『佐倉印西線（緊急地方道路整備）埋蔵文化財調査報告書一岩名町前遺跡ー』財

団法人千葉県文化財センター（以下，「前回報告」と呼ぶ）の p24,第25図に報告している。 2.9mX1.7mの長

方形二段墓城で，下段のほうが2.6mXO.Smの細長い形状をもつ。床幅が0.5mしかないため木棺としては細すぎ，

「土坑墓」と報告している。覆土から筒上部がはずれた状態の屈折脚高杯脚部が出土しており，和泉式期の可

能性が高い。岩名 4号墳との前後関係が問題となる。

2 財団法人千葉県文化財センター 2000 『千葉県文化財センター研究紀要』 21

田中 裕 2003 「五領式から和泉式への転換と中期古墳の成立」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』 11

3 前回報告の p27, 第28図
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第25図 岩名 4号墳.5号墳墳丘出土縄文土器・弥生土器

注 4 四街道市教育委員会 1987 『いつかどこかで見た民具ー四街道市民俗資料館ー』

5 調査前測量図の作成に当たり，任意高による測量を行い，基準点測量後に標高の近似値を等高線に与えた。

このため，結果的に等高線は小数点以下 1桁が奇数となる数値が与えられた。
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第 3章 まとめ

第 1節岩名古墳群の墳丘

岩名古墳群は，今回の調査により 4号墳と 5号墳が加わり，印脂郡市文化財センターによる報告分1)な

どを併せて，基数は 5基となった。ただし，岩名町前遺跡では 4号墳の周囲に円形周溝状遺構，方形周溝

状遺構と報告2)された小規模古墳が存在し，これらを含めると総基数は 7基を数える。今後，高い墳丘を

もつ古墳が新たに確認される可能性は低いが，小規模古墳に関しては，とくに岩名町前遺跡の未調査区な

どでは確実に存在するとみられ，古墳数の増加が見込まれる。

したがって，基数が少なく点在するような印象が持たれていた岩名古墳群であるが，実は一定のまとま

りを有しており，その一帯は古墳時代に墓域として利用されたことが判明した。

これまでに確認された各古墳の墳形と規模は以下のとおりである（第26図）。

1. 岩名 1号墳 隅円方形に近い円墳 外径約12m

2. 岩名 2号墳 方墳 長さ24mx 22m, 高さ3.lm (盛土高1.6m)

3. 岩名 3号墳 方墳 長さ14mx 14m, 高さ1.6m (盛土高0.6m)

4. 岩名 4号墳 (SMOOl) 円墳 径21m, 高さ2.0m~2.4m (盛土高0.7m~l.lm)

5. 岩名 5号墳 円墳 径21m, 高さ3.6m (盛土高1.8m)

6. 岩名町前円形周溝状遺構 (SM002) 小規模円墳 径 4m 周溝のみ残存

7. 岩名町前方形周溝状遺構 (SM003) 小規模方墳 一辺 6m 周溝のみ残存

出土土器の時期では， 4号墳の墳丘下土器棺が最も古い。胴丸の甕，比較的縦長の素口縁壺の組合せは，

草刈古墳群土器編年II1期3)すなわち五領式の新相である。 4号墳と重複している岩名町前方形周溝状遺構

では，細片であったが，同じく五領式のハケ甕，高杯，小型壺が出土している。

次に古いのは 3号墳である。北側周溝から出土した直口壺の 1は五領式の特徴を有し，次代に残る性格

のものだが， 1日表土出土片と接合した点ば注意を要する。南側周溝出土の小型丸底壺 (j:廿） 2個，北側周

溝出土の高杯 1個と甕 3個は和泉式最古相の土器群である。小型丸底壺は周溝の底付近から出土した。

2号墳では，南西側周溝隅 (3号墳との接触部）から出土した壺の 1は， 3号墳の 1と同じく五領式に

近いが，周溝埋没中に外側から流入している。周溝上層出土の高杯では，形状的に 2が和泉式古相～新相，

3・4が和泉式新相を示す。なお，後述の岩名町前土坑墓からは和泉式の高杯片が出土している。

4号墳の周溝内施設上面出土土師器杯は鬼高式古相を示す。南側周溝下層出土須恵器聡は東海産とみら

れ，口縁部長と端部形状から古式須恵器の最新相 (I期新），古墳時代中期後葉を上限とする。

5号墳の墳頂から出土した須恵器甕は終末期古墳に伴う遺物として矛盾しないが，対比できる窯資料に

乏しい。東海産の長頸壺と杯は， TK-217型式併行期以降とみられる。土師器杯は鬼高式の最新相を示す。

今回の報告分に関してみると，中期末ごろの築造とみられる 4号墳は，古い 3号墳等と似た比較的低墳

丘の古墳であることが分かる。この点は，中期後半に築造された印脂村吉高浅間古墳が比較対象となる。

吉高浅間古墳は同じく円墳であるが，低墳丘の状態で埋葬施設が設けられた後，高く盛り返され，墳頂部

にも埋葬施設が設けられた稀有な古墳である。低墳丘の段階がある点で， 4号墳と共通である。一方，最
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後に築造された岩名 5号墳は，規模の割に極めて高い墳丘をもつ。 5号墳は終末期古墳の一つであり，古

墳が再び低墳丘化を強める中で，大型古墳とはいえない同古墳が高い墳丘を有するのは異質である。

第 2節 岩名古墳群における埋葬施設

1 木棺と土坑墓

岩名古墳群の埋葬施設は，今回報告分を含めて，以下のように報告されている。

岩名 2号墳主体部 長方形土坑 5.15mx l.43m~l.18m, 深さ1.16m 方位N36度E

副葬品：なし

岩名 3号墳主体部 長方形箱形木棺か 3.40mx 1.43m, 深さ0.52m 方位N16度E

副葬品：滑石製臼至64点，ガラス小玉 2点

岩名 4号墳中央施設長方形箱形木棺 1.70m x 0.95m, 深さ0.60m 方位S33度E

墓城（二段墓城） 3.20m x 1.70m, 深さ0.9m以上

副葬品：墓堀内より滑石製臼玉 2点

周溝内施設隅円長方形木棺か 1.80mx 0.83m, 深さ0.46m 方位N32度E

墓城（二段墓城） 2.70m x 1.80m, 深さ0.7m以上

副葬品：墓城上面（周溝内）より土師器杯 1点

上記のうち， 2号墳例は，報告書の記載事実をあわせると，古墳の施設ではない可能性が高い 4)。近在

する 4・5号墳は，ともに塚として再整形されており，墓である古墳に手を加えることに対して，伝統的

な抵抗感は存在しない。詳細は掲載しなかったが，岩名 5号墳においても墳頂部東寄りに現代の長方形土

坑（松根採掘坑： SK004)が掘られているので，こうした後世の土地利用を考慮してよい。

3号墳主体部以下は古墳の埋葬施設である。形状から木棺直葬と考えられる。古墳の中心施設である 3

号墳主体部と 4号墳中央施設は，長軸 3m以上の比較的大きい墓城である。 4号墳の中央施設・周溝内施

設では，納棺場所をさらに一段深く掘り下げた，二段墓城という形態が採用されている。これと同じ墓城

形態の土坑墓 (SD002) は4号墳周辺の岩名町前遺跡で報告されている。

8. 岩名町前土坑墓 長方形木棺か 2.60m x 0.80m, 深さ0.56m

（番号は第26図に対応） 墓城（二段墓城） 2.8mX1.7m, 深さ0.89m

副葬品：覆土より土師器高杯 1点（屈折脚高杯脚部）

最も古いのは中期初頭の 3号墳主体部である。次の岩名 4号墳中央施設とその周辺施設における二段墓

城の採用は中期後半から後期前半にかけての地域的特徴として注Hするべきかもしれない。追加埋葬であ

る周溝内施設が中央施設と同じ形態であり，周辺土坑墓も同じ形態であることは，古墳の造営主と他の構

成員が，墳丘以外の施設的な面でも差別されるような，隔絶性を有していなかったことを示す。

2 石棺をめぐる問題

(1)石棺の型式と時期

岩名古墳群では唯一の石棺が， 5号墳の墳頂部で検出された。調査結果は以下のとおりである。

岩名 5号墳石棺板石組箱形石棺筑波石製 2.3mx 0.7m, 高さ0.5m

石棺墓城 不整楕円形 4.lmX3.3m, 深さ0.8m
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房総半島は板石を産出せず，板石組の箱形石棺や石室を生み出す素地はない。房総産出の石材としては，

いわゆる「磯石」や軟質砂岩など，柔らかな石材をブロックに切り，これを積み上げるもので，板石を立

てて組み合わせる技法とは，発想がまったく異なるところにある。

板石を組み合わせる埋葬施設は，石材が茨城県筑波山産出の筑波石か，埼玉県秩父産出の緑泥片岩にほ

ぼ限られ，筑波石が圧倒的多数を占める。茨城県南部の霞ヶ浦沿岸を分布の中心とし，千葉県北部の印脂沼・

手賀沼• 利根川下流など，「香取海」等と呼ばれたかつての「内海」沿岸に広く分布する。

板石組の石棺や横穴式石室の編年は，おもに石材供給地である茨城県側で整理されている。千葉県側に

おける整理も必要であるが，石材産地の動向やその影響はしっかり考慮されなければならない。本件に関

しては，石材の大きさに注Hした黒沢彰哉案5)と，床構造の退化に注目した石橋充案6)が参考になる。

岩名 5号墳の石棺は，盗掘が激しく，本体の板材は一点も残っていなかった。ただし，剥がれた残片か

ら，側壁が複数枚で構成されること，床に比較的細かい板石を用いた可能性が高いことが推定された。こ

れは，石橋案における Il型式からW型式に相当し，とくに床材からすると III型式以降の可能性が高い。石

橋は須恵器の伴出例を検討した結果， Il型式を 7世紀前葉前後， III型式を中葉， W型式を後葉以降と考え

ている。この年代は遺物と合致する。岩名 5号墳例は 7世紀代の築造と考えて差し支えない。

筑波石の埋葬施設が茨城県から千葉県に拡散する時期について，石橋は Il型式以降と指摘する。 W型式

には数的に減少してしまうから，千菓県内には受け人れて自らの伝統を醸成する時間的猶予もない。この

地域が筑波石の埋葬施設を使用すること自体，茨城県側との関係にもっと目を配る必要がある。

戸
[

口
□
 

口

I型式

w型式
（石橋1995による）

第27図石棺の編年観

(2)石棺の墳頂部設置をめぐる問題

岩名 5号墳の石棺は重要な問題を提起している。墳丘の墳頂部に石棺が位置する点である。

東関東において，板石組箱形石棺ほかの埋葬施設は，古墳時代後期前半には墳頂部中央部分に設置され

ているが，後期後半になると，中央部から外れた墳裾やテラス面の旧地表下に設置されるようになる。石

棺には多数埋葬されることが多く，これらの特徴はいわゆる「変則的古墳」 7)または「常総型古墳」8)の要件

とされる。埋葬位置が移行する時期はおおむね 6世紀後葉であり，大型の古墳においても，その後墳頂部

に石棺を設置することはない。ただし，大型の古墳はこの時期に横穴式石室を採用するため，「変則的古

墳」と区別して考えるのが通常である。一方，小型の古墳はこの時期以降，石棺を「変則的」な位置に築

くのが原則となる。これは，地域的には相当に徹底された約束事であった。
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岩名 5号墳は大型古墳ではないが，高い墳丘を有し，存在感のある容姿をもつ点で，すでにいわゆる

「変則的」古墳からは逸脱した存在である。築造時期は石棺と副葬品，墳頂供献士器から 7世紀代とみら

れる。この時期の石棺が墳頂部中央に営まれたということは復古的ともいえる現象で，東関東特有の埋葬

施設を有しながら，一方で地域的な約束事から開放された存在ということになる。

このように，岩名 5号墳例は，終末期古墳において板石組石棺を墳頂部埋葬施設にもつ例であり，いま

のところ県内でほかに良好な類例を挙げることので

きない例外的存在として，重要な意味がある。

3 土器棺をめぐる問題

岩名 4号墳の墳丘下に検出された，五領式の壺・

甕からなる土器棺は，まず土器棺が設けられ，簡易

な土餞頭で覆われていたところを岩名 4号墳の墳丘

に取り込まれたとの見解を示した。墓であることは，

合わせ口の組み方と，ガラス玉の出土から推定した。

弥生時代には，中期前半を中心に東関東でも多く

の土器棺が営まれた。これらには大型の装飾壺が用

いられ，その状況から「再葬墓」と考えられている。

岩名 4号墳墳丘下例は古墳時代前期後半のもので

あるから，弥生時代から続く伝統的墓制か，古墳時

代に他地域から再導入された墓制か，が問題である。

弥生時代の「再葬墓」にはA:完形の壺か，口縁

部を欠いた壺を身とし，別の個体で蓋をするもの，

B: 1個体を肩部で分割し，口縁部側を蓋，胴部側

を身として，補修孔を縫い合わせるもの，がある。

極めて特徴的なBであれば伝統性を強調してよいが，

本例は一般的手法といえる Aに近く，即座に伝統的

とはいえない。しかも，本例は甕を基本としている。

また，「再葬墓」は弥生時代後期の検出例が少なく，

伝統の断絶も考慮する必要がある。古墳に土器棺が

伴う場合には，西日本の壺棺が古墳造営の拡大とと

もに各地に再導入されたという考え方も可能である。

千葉県内の前・中期古墳には，完形に近い壺．甕

2個体が組み合って出土する例がある。土器棺と推

定される顕著な例に，木更津市高部32号墳D土坑9)

と，印西市鶴塚古墳壺棺IO)がある（第28図）。遺骨は

認められなかったものの，前者は甕を身，壺を蓋に

合わせた点で本例に最も近く，後者は地域的に近い

(S ~ 1125) 

叶

ュロ
>
U
 

1J7g 

0 (S= 1110) 20cm 
I - _J  

高部32号墳D土城

鶴塚古墳壺棺

第28図 千葉県における古墳時代前期の土器棺
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うえに副葬品として臼玉が出土したという点が注目される。前者は周溝内の施設であるから，古墳への追

加埋葬施設と認めてよい。しかし，後者は中心から外れた墳丘内で検出されたことから、古墳に付随して

いるとはなしがたい。このような目で見ると，例えば，道祖神裏古墳周溝出土とされる 2点のハケ甕など，

土器棺の可能性があるものを慎重に検討する必要があろう。岩名 4号墳墳丘下土器棺は 4号墳以前の埋葬

と考えられ，鶴塚古墳壺棺と同じく、古墳に付随しているわけではない。では，どう位置づけてよいのか。

弥生時代後期の土器棺が少ないのは，埋葬方式が転換したためか，検出困難な位置にあるためか。前者

の可能性は，例えば方形周溝墓が弥生時代後期に一時減少し，印脂沼以北では基本的に造営されない状況

から，少なくとも方形周溝墓への転換はない。一方，後者の可能性には若干みるべき資料がある。

上記の鶴塚古墳墳丘下では弥生時代後期の土器棺（壺棺G) も良好な状態で検出された。古い例が隣接

することで，土器棺の伝統性が証明される。八千代市道地遺跡では，土坑墓 (047号跡：ガラス玉出土）の

隣りに南関東系大型壺を埋めた土坑 (046号跡）がある叫ローム（現表土から最大30cm)に達しない浅い

位置で，上部を失った胴径70cm以上の大型壺が検出された。上部は旧地表より出てしまうが，胴部がすっ

ぽり埋まった状況は土器棺と考えられる。類例は八千代市上谷遺跡D009等でも知られる。

浅い位置の施設は遺存しにくく，調査でも検出は難しい。弥生時代後期の土器棺が少ないのがこれに由

来するならば汽土器棺の伝統は古墳時代前期まで続いたと考えてもおかしくない。岩名 4号墳墳丘下土

器棺は，古墳時代初頭に再導入された墓制の可能性も残るが，古墳によって旧表土がたまたま封印されて

いたために，伝統的な土器棺の末裔が検出できたという可能性も考慮すべきである。

第 3節岩名古墳群の副葬品

1 臼玉・ガラス小玉

(1) 臼韮

滑石製臼玉は，岩名 3号墳から64点，岩名 4号墳中央施設から 2点出土している。典型的な臼玉といえ

るのが 3号墳例であり，酒井弘志が報告書で考察したように叫古墳時代中期の文物として広域的に出土

している。これに 4号墳例を比較してみると，次の相違点が注目される。

1) 3号墳例は稜が明瞭で，側面中央に帯状の稜をもつ算盤玉形を多く含み， 4号墳例は稜が不明瞭で，

径が一回り大きく，扁平，表面は滑らかである。

2)石材の色調や質が若干異なる。

臼玉は滑石製模造品類と切り離しては論じられないが，概略を記すと，極めて大量に作られた滑石製品

で，埋納量は一回当たり数点から数千点という激しい量的格差があり，装身具であるほかの玉類とは扱わ

れ方に一線を画す。大きさや形の統一にはあまり注意が払われず，擦痕を明瞭に残した粗雑な作りが特徴

である。この特徴は初期の臼玉にも該当し，例えば前期末の三重県石山古墳では，扁平な円板形から長い

筒形まで含まれ，側面に帯状稜をもつ算盤玉形はあまりみられない。これと比較すると，岩名 3号墳例は

統一性がむしろ高い資料であり，ほぼ同様の臼玉組成をもつ市原市草刈 1号墳第 3主体部・第 2主体部例

と近い時期であろう。帯状の稜を有する臼至を主体に，安定した製品が作られるのは，石製模造品製作の

最盛期である中期前葉から中葉にかけてである。

4号墳例が上記組成にまったく含まれていないのは，系譜の相違というより時期差とみられる。大型で

扁平な作りは初期にない新要素で，草刈 1号墳で最も新しい第 1主体部には小型で稜が不明瞭な臼玉がみ
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られることから，岩名 4号墳例はさらにその後の段階であ I段階

る。

臼玉は古墳時代中期の代表的遺物であるが，関東では後

期においても引き続き出士する。房総における下限はとり

わけ遅く，古墳出土例に限っても四街道市御山遺跡SX015,

同SX021の両石棺内，木更津市俵ヶ谷 6号墳石室内14) 等が

ある。御山遺跡 2基の鉄鏃は後述のill~N段階で， 7世紀

前葉までは確実に臼玉が使用されたとみられる。 したがっ

て，岩名 4号墳例は中期後葉または後期の所産である。

(2) ガラス小玉

ガラス小玉は岩名 3号墳主体部から 2点，岩名 4号墳墳

丘下土器棺から 4点出土している。この 6点は大きさ，形

状，色調などが極めてよく似た鋳型製のガラス玉である。

付章における材質分析では極めて近い材質を用いているこ

とが判明した。原料はカリ石灰ガラスであり，弥生時代か

ら古墳時代前期までのガラス素材として主体的な存在であ

るが，中期以降にはソーダ石灰ガラスが主体的存在に転換

していく傾向が指摘された。地域的な材質の偏在は入手経

路の問題に有効な手がかりを与えるであろう 。

3号墳主体部よりも， 4号墳墳丘下土器棺の方が数量的

に優位である点は，地位と副葬品の内容に逆転現象が起き

ているようにみえて奇異である。土器棺は 3号墳より古い

ため，土器棺の時期までに入手されていたガラス玉の残滓

が後の 3号墳に副葬されたとすれば，これらの土器棺と古

墳を同一集団における造墓活動の流れとして理解すること

ができるかもしれない。

2 鉄鏃

岩名 5号墳からは破片で鉄鏃15点と鉄刀子 6点が出土し

ている。このうち，時期的な特徴が判明するのは鉄鏃であ

る。鏃はいずれも長頸鏃である。

杉山秀宏15)は，鉄鏃分類の主軸に長頸鏃群の存在を据え

ている。長頸鏃群は古墳時代の中期後半から鏃の主体的な

位置を占め，後期になると地域性が顕著になるとされるが，

頸部が次第に華奢になる型式変化はほぼ全国的に認められ

る現象で，それに伴い，箆被（のかつぎ，杉山のいう茎

関：なかごまち）は直箆被（直角関）→台形箆被（台形関）
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第29図 房総の長頸鏃と伴出土器（抜粋）
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→棘箆被（棘関）へと変化する。

第29図は房総における古墳出土長頸鏃を，鉄鏃が豊富な木更津市域の資料を上記変遷観に従って縦列に

並べ，同一古墳出土の須恵器を参考として横に掲載したものに，本例に関わる市原市中永谷 1号墳・成東

町駄ノ塚古墳例を加えたものである。

岩名 5号墳例は箆被部分の破片にいずれも棘状突起が認められる。また，棘箆被の長頸鏃にみられる多

様な鏃身のうち，鏃身幅が頸幅より明確に広く，関に逆刺をもたせたり，関を直角に切ったものはなく，

本例はいずれも片丸両刃の鏃身で，幅は頸幅とほとんど変わらず，錐や竪のように関が不明瞭なものであ

る。これは棘箆被の長頸鏃の中でも古相の鏃群 (ill段階）には含まれない要素である。したがって，古墳

時代の長頸鏃として最新段階 (IV段階）の鏃群に位置づけられる。 TK-217型式併行期以降とみられる墳

頂出土の須恵器片が，本鏃群の副葬時期に伴うと考えて，類例との矛盾はない。実年代でいえば確実に 7

世紀代であり，それも中葉以降の公算が大きいと考える。

第 4節総括

岩名古墳群は，岩名町前遺跡のような弥生時代以来の伝統的な集落に隣接して築かれた古墳群である。

年代の目安を示すと， 4世紀代に土器棺や小規模方墳等が造営され， 4世紀末~5世紀初頭に 3号墳

（方墳： 14m, 低墳丘）， 5世紀前葉～中業に 2号墳（方墳： 24m), 5世紀後葉~6世紀前葉に 4号墳

（円墳： 21m, 低墳丘）が築かれた。この間，隣接して小規模の円墳や土坑墓，追加埋葬施設が築かれた。

その後しばらく痕跡が分からなくなるが， 7世紀中葉ごろ，再び5号墳（円墳： 21m)が築かれる。

上記のうち，今回は最も古く営まれた土器棺と，最も新しく造営された古墳 2基を報告した。

4号墳の墳丘下土器棺は古墳時代前期の稀有な例で，ガラス玉も出土した。弥生時代以来の伝統的墓制

であるのか否かがこれからの課題であるが，本報告では伝統的な面を強調した。

4号墳は中期末～後期前葉の築造である。時期や位置関係からみて， 2号墳と 3号墳を受け継いで築造

されたとみられ，小さいながらも首長墓の系譜に連なるものと認識される。比較的低墳丘であるが，中・

近世に方形の高塚として再整形を受けた。その後は近代まで， 5号墳と共に塚として利用された。

5号墳は，現状では 4号墳との間に空白期間をおいて，突然に築かれる終末期古墳で，高い墳丘を有し，

墳頂に筑波石の板石組石棺を有する点は，いわゆる「変則的古墳」とは一線を画す，常総地域では稀有な

発掘例である。この特異性は，印猫沼北東部の栄町竜角寺古墳群と対比すべき要素がある。

全国的には前方後円墳が築かれなくなる 7世紀代に，最大の前方後円墳として築かれた竜角寺浅間山古

墳，その次に当時の大王墓を凌ぐ方墳として築かれた岩屋古墳は，規模や墳形に復古的ともいえる異質な

側面がある。前者は筑波石の板石組横穴式石室を有し，後者は貝化石を含む切石積横穴式石室 2基にわざ

わざ筑波石を加えて，天井石と棺の仕切に用いている。横穴式石室への筑波石使用例は房総では珍しく，

茨城県側とのとりわけ太い関係をもった首長墓である。岩名 5号墳の築造時期はこれらと重なる。

岩名古墳群は古くからの伝統的な地域集団により形成され，ごく限られた場合にのみ高い墳丘をもつ古

墳を築いた。地域最大の山崎ひょうたん塚古墳がやや離れた場所に築かれることから，中心的役割を担っ

た集団の墓域とは考えにくい面がある。その場所に， 7世紀に入って再び古墳が築かれるのは，古墳の特

異性からみて，同じころに歴史の渦の中心へと突然に踊りでた竜角寺古墳群の集団と，歩調を共にしてい

た可能性がある。周辺遺跡のさらなる究明が待たれるところである。
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注 1 酒井弘志ほか 2001 『千葉県佐倉市岩名古墳群 (2号墳.3号墳）一老人福祉施設設置に伴う埋蔵文化財

調査ー』 財団法人印縦郡市文化財センター

2 石倉亮治・黒沢崇 2004 『佐倉印西線（緊急地方道路整備）埋蔵文化財調査報告書一佐倉市岩名町前遺跡ー』

財団法人千葉県文化財センター

3 草刈古墳群土器編年と五領式の関係，及び和泉式の位置づけについては，下記を参照していただきたい。

田中 裕 2002 「五領式から和泉式への転換と中期古墳の成立」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』 11

4 1. 墳頂部は大きく削平されている。 2.調査前の墳丘測量図において， 1の削平面に長方形の陥没がすで

に認められる。 3. 2の陥没部分に 2号墳主体部が位置，方向，規模，形態のいずれも一致する。 4. 盗掘等

により複数回掘り込まれた場合に生じる堀込みのズレが観察されず，重複を想定できない。 5.覆土上部が現

代のゴミを含むしまりのない層で，焼け炭等の痕跡がみられ，下部では棺などの被覆や裏込めと想定しうる土

層は検出されていない。 6.墳丘中心位置からはずれている。 7.古墳の埋葬施設としては類例がほとんどな

い形態である。 8.出土遺物は認められない。以上， 1~5は直接的に現代の土坑であることを示し， 4~8 

は状況として古墳の埋葬施設である可能性が低いことを示す。このように見解を覆さざるをえないが，検証可

能な情報を盛り込んだ同報告書の質の高さは賞賛に値する。

5 黒沢彰哉 1993 「常総地域における群集墳の一考察一茨城県新治郡千代田町大塚古墳群の分析から一」『婆

良岐考古』 15 婆良岐考古同人会

6 石橋 充 1995 「常総地方における片岩使用の埋葬施設について」『筑波大学先史学・考古学研究』 6

7 市毛 勲 1963 「東国における墳丘裾に内部施設を有する古墳について」『古代』 41

8 安藤鴻基 1981 「「変則的古墳」雑考」『小台遺跡発掘調査報告書』

9 西原崇浩 2002 「高部古墳群 Iー前期古墳の調査ー』千束台遺跡発掘調査報告書W 木更津市教育委員会

10 市毛 勲 1973 『千葉県印猫郡印西町下総鶴塚古墳の調査概報』千葉県教育委員会

11 田中 裕ほか 2004 『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 2ー八千代市道地遺跡ー』 財団法人千葉県文化

財センター

12 同様の指摘は，加藤修司 2003 「印猫沼周辺地域における方墳の出現と展開ー岩名 2号墳， 3号墳の出現

までの概観ー」『印猫郡市文化財センター研究紀要』 3においてもなされている。

13 注 1に同じ。

14 フルイにより 1点のみ出土したため，混入の可能性もあると報告されている。

15 杉山秀宏 1988 「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学研究所論集』 8
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第 1表土器観察表

遺 構 名 番 号 注記No. 焼成質 器種 遺存度 口径 底径 器高 色調（内／外） 実測 備考

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

4号墳

(4号墳）

墳丘下

土器棺

(4号墳）

墳丘下

土器棺

(4号墳）

墳丘下

土器棺

5号墳

5号墳

5号墳

5号墳

5号墳

5号墳

5号墳

2

3

4

5

6

7

8

 

0

1

2

3

4

5

6

 

l

l

l

l

l

l

l

 

，
 

2
 

3
 

2

3

4

5

6

7

 

5C-41-006, 5C-41-2, 
SM-001-002-002 

6B-14-001 

SM-001 -003 

5B-33-031 

6C-20-001 

SM-001-003-064 

SM -001 -003-0060 

SM-001-003 

5B-44-024, 

5B-23-003 

5B-43-0l4 

6C-10-001 

5B-34-114 

5B-31-013 

前方部ー001

SM-001 -003 

SM-001-001-0046 

5B-33-114, 116, 128, 

129, 136, 137, 139, 143, 

148, 149, 150, 151, 152, 
154, 161, 163, 164, 166, 

169, 177 

5B -33 -62, 63, 65, 66, 

69, 72, 73, 7 4, 77, 78, 
79, 80, 85, 86, 88, 89, 

90, 91, 93, 95, 96, 98, 
103, 105, 107, 115, 122, 

126, 131, 132, 134, 135, 
1742, 144, 145, 150, 157, 

158, 161, 162, 167 
5B-43-21, 22 

5B-33-93, 98, 99, 106, 

108, 110, lll, 113, 117, 
118, 119, 123, 125, 127, 

130, 143, 146, 152 

2, 3, 4, 5, 6, 11, 13, 

14, 15, 16, 26, 29, 31, 

36, 53, 57, 59, 63, 103, 
106, 156 

フルイ2,82, 104, 135 

77, 86 

21 

9, 10, 12 

3 

5 

土師

須恵

士師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

士師

瓦質

瓦器

磁器

瓦器

陶器

土師

士師

土師

須恵

須恵

須恵

士師

土師

士師

土製

杯

速

高杯

甕

壺

壺

甕

杯

杯

杯

杯

鉢

焙烙

徳利

ヘッツィ

甕

壺

壺

壺

甕

長頸壺

杯

杯

杯

甕

不明

50% 

5% 

15% 

5% 

5% 

5% 

5% 

10% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

50% 

20% 

20% 

80% 

80% 

50% 

10% 

5% 

5% 

10% 

5% 

16.5 

13.0 

13.3 

27.5 

15.3 

10.3 

13.2 

16.4 

6.6 

6.6 

15.0 

28.5 

8.0 

6.5 

6.9 

5.8 

36.8 

にぶい褐／にぷい褐

灰黄褐／灰黄褐

灰黄褐／灰黄褐にぷい褐

にぶい褐／灰黄褐

にぶい赤褐／灰褐

杯黄褐／黒褐

黒褐／灰褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

にぶい橙／にぶい橙

黒褐／にぶい赤褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

灰黄褐／灰黄褐

灰白／灰白

灰褐／黄灰

暗灰／灰赤

にぶい褐／にぷい褐

にぷい褐／にぶい赤褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

暗灰黄／灰黄褐

灰オリープ／灰オリープ

にぶい赤褐／にぶい赤褐．黒褐

黒褐／褐

にぶい赤褐／にぶい赤褐

にぷい赤褐

周溝1

周溝2

塚10

塚8

周溝4

中央3

中央4

塚9

塚6

塚7

周溝3

塚4

塚5

塚1

塚2

塚3

「前回報告」

第31図40

棺1

棺2

棺3

20% 18.7 黄灰／灰褐 墳頂部3

墳頂部2

墳頂部l

盛土内l

周溝l

周溝2

周溝3

内外面赤彩
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第 2表金属製品計測表
遺構名 番 号 注記No. 出土位置 材質 器種 長さ 璽量 備 考

5号墳 8 131 墳頂 鉄 鉄鏃 1.5 0.8 

5号墳 ， 115 墳頂 鉄 鉄鏃 2.7 1.8 第二施設鏃身部

5号墳 10 64 墳頂 鉄 鉄鏃 1.5 0.8 

5号墳 11 159 墳頂 鉄 鉄鏃 2.9 2.7 鏃身部

5号墳 12 140, 141 墳頂 鉄 鉄鏃 3.6 30 

5号墳 13 1 SK015 鉄 鉄鏃 4.3 4.4 

5号墳 14 112, 114 墳頂 鉄 鉄鏃 9.2 9.7 

5号墳 15 145 墳頂 鉄 鉄鏃 2.2 0.7 

5号墳 16 132 墳頂 鉄 鉄鏃 5.9 5.4 頸部

5号墳 17 75 墳頂 鉄 鉄鏃 2.8 3.1 

5号墳 18 43 墳頂 鉄 鉄鏃 1.8 1.4 

5号墳 19 65 墳頂 鉄 鉄鏃 1.2 0.6 

5号墳 20 148 墳頂 鉄 鉄鏃 1.7 0.8 

5号墳 21 160 墳頂 鉄 鉄鏃 1.8 1.2 

5号墳 22 176 墳頂 鉄 鉄鏃 0.8 0.6 

5号墳 23 151 墳頂 鉄 刀子 21 1.0 

5号墳 24 66 墳頂 鉄 刀子 1.3 0.8 

5号墳 25 33 墳頂 鉄 刀子 2.4 3.0 

5号墳 26 79 墳頂 鉄 刀子 3.2 4.9 

5号墳 27 67, 100 墳頂 鉄 刀子 6.0 8.4 

5号墳 28 13 周溝 鉄 刀子 4.1 4.7 

5号墳 29 46 周溝 銅 銅銭 2.3 1.6 新寛永

5号墳 30 34 周溝 鉄 鉄銭 2.5 2.6 寛永通宝

5号墳 31 3 盛土内 銅 キセル 4,917.2 26.2 

5号墳 16 周溝 鉄 鉄 1.4 0.7 

5号墳 124 墳頂 鉄 鉄片 15 0.3 

5号墳 1 墳頂 鉄 鏃 1.5 0.9 第二施設

5号墳 41 周溝 銅 輪状金具

第 3表玉類計測表

遺構名 番号 注記No. 名称 材質 遺存度 径 古四 孔径 色 調 実測 備考

4号墳中央施設 SM-001-003-67 臼玉 蛇紋岩 100 5.0 28 2.0 暗い灰みの青 中央l

4号墳中央施設 2 SM-001-003 臼玉 蛇紋岩 100 4.5 2.0 2.0 暗い灰みの青 中央2

4号墳墳丘下土器棺 4 5B-33-172 小至 ガラス 100 5.5 4.8 2.0 にぷい緑みの青 棺4

4号墳墳丘下士器棺 5 5B-33-174 小玉 ガラス 100 5.5 42 2.0 さえた青緑 棺5 透明

4号墳墳丘下土器棺 6 5B-33-175 小宝 ガラス 100 4.5 5.2 1.5 にぶい緑みの青 棺6

4号墳墳丘下士器棺 7 5B-33-176 小玉 ガラス 60 4.0 (2.0) さえた青緑 棺7 破砕

第 4表縄文土器観察表

遺構名 番号 注記No. 焼成質 器種 遺存度 色調（内／外） 実測 備考

4号墳 1 5B-44-030 良好 深鉢 5% にぶい橙／にぶい橙 縄l

4号墳 2 5B-12-007 良好 深鉢 5% にぶい褐／にぶい褐 縄2

4号墳 3 SM-001-004 良好 甕 5% にぶい褐／褐 縄3

4号墳 4 5C-20-0ll 良好 深鉢 5% 灰褐／にぷい赤褐 縄4

4号墳 5 5B-33-034 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄5

4号墳 6 5B-34-012 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄6

4号墳 7 SM-001 -004 良好 深鉢 5% にぷい赤褐／にぷい赤褐 縄7

4号墳 8 
SM-001-003, 

良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄8
SM-001 -009 

4号墳 ， 5C-30-003 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄9

4号墳 10 5C-30-004 良好 深鉢 5% にぷい褐／にぶい赤褐 縄10

4号墳 11 SM-001-009 良好 甕 5% にぶい褐／にぶい褐 縄11

4号墳 12 SM-001 -004 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄12

4号墳 13 
SM-001 -001. 

良好 甕 8% 褐灰／にぶい黄橙 縄13
SM-001-091, 5B-22-020 

5号墳 14 23 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄5

5号墳 15 2, 19 良好 深鉢 5% 灰褐／灰褐 縄3,4 

5号墳 16 12, 6, 8 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄 1

5号墳 17 2, 10, 20, 21, 22, 23 良好 深鉢 5% にぶい赤褐／にぶい赤褐 縄2-1,2-2 
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付章千葉県佐倉市岩名 4号墳墳丘下土器棺

出土のガラス玉材質分析

（有）武蔵野文化財修復研究所小泉好延

1 はじめに

日本に於けるガラスの出土は弥生時代からである。藤田等 1)は考古学的立場から弥生時代の出土ガラス

を中心として，ガラスの形態，用途などによる分類別に，管玉・丸玉・小玉・切り子玉などガラス玉の形

態や加飾による詳細な分類と徹底的な観察分析を行った。また，遺跡報告書に掲載されたガラス材質につ

いても検討を加え，ガラス原料，鋳型などの考察を行った。筆者らも関東を中心に，東日本の弥生時代，

あるいは古墳時代の遺跡から出土したガラス玉の材質，基礎ガラス，着色剤などについて分析を進め，多

量のデータ蓄積から，弥生時代の遺跡から出土するガラス玉材質がカリ石灰ガラスであり，また，古墳時

代前期遺跡の出土物も同様であることを報告してきた 3-11)。肥塚隆保らは近畿を中心に日本各地の同時代

におけるガラス材質の分析研究を進め，この時代の遺跡から出土するガラス玉材質はカリ石灰ガラスが多

いとの報告を行っている叫

本試料は東日本では事例の少ない古墳時代前期遺跡からの出土であることから，貴重な分析となろう。

2 分析方法と試料の前処理

(1)分析方法

筆者は非破壊分析法であるPIXE分析法を用いて，考古学試料，ガラス，金属，陶磁器などの材質分析

を行ってきた。本分析もPIXE法によって行った。

PIXE分析法（荷電粒子励起X線分析， PartlcleinducedX-rayEmlssion)は，加速器によって陽子や

a粒子を高エネルギーに加速し，分析試料に照射し，試料の含有元素から発生する特性X線のエネルギー

スペクトルを半導体型放射線検出器で測定する，多元素を同時に分析する方法である。 X線検出は高純度

Si半導体検出器とCZT半導体検出器の両者を使用し，特性X線エネルギースペクトル (PIXEスペクトル）

の解析から元素同定と定量を行った。

(2)試料処理と分析条件

試料は表面の汚れを除去するために，超音波器を用い，蒸留水・エタノール溶液内で分間の洗浄を行っ

ている。照射エネルギーと粒子は3MeVのプロトン，照射ビーム径は0.5mm,照射電流値， 0.5~1ナノアン

ペア (nA), 照射電荷量200~1000ナノクーロン (nC) である。定量に使用した標準試料はNBS

611,621.141 l.1412,70a, 標準岩石試料（地質調査所） JAl~JGlなどである。

- 53-



3 分析結果と考察

PIXEスペクトルを第30図に，分析結果を第 5表に示した。このPIXEスペクトルから解るように，珪素

(Si) . アルミニウム (Al), マグネシウム (Mg) とカリウム (K)' カルシウム (Ca) とマンガン (Mn),

鉄 (Fe), 銅 (Cu), 鉛 (Pb) などが検出された。 CZT半導体検出器では錫 (Sn)が検出された。

4試料は約 4ミリメートル径の青色小玉である。試料番号172, 174, 175は完形で176は 3つの破片と

なっている。試料176の破片は破断面が新鮮であることから，遺跡現場で取り上げる際に破損したものと思

われる。各試料の表面は破断面との比較から腐蝕が認められる。試料番号172, 174, 175は表面部を，試料

176は表面部，内部溝部，新鮮断面部を個別に分析した。検出された元素種は同一である。定量化は不定形

な試料にため検出された元素の酸化物濃度の合計を100とし，結果を表に示した。この結果によれば，以下

のように要約される。

①基礎ガラスはカリ石灰ガラスである。試料176-2は新鮮な破断面の分析結果であり，製作された当時

の成分を示していると思われる。他の分析部は埋蔵環境による腐蝕に影響により，カリ濃度が大きく減少

していると思われる。

②青の着色剤は銅酸化物である。

③鉛，錫が検出されたが，それぞれ0.4~0.7重量パーセント (wt%), 0.05~0.12wt%と微量である。基礎

ガラスや着色剤成分として意図して用いられたものではなく，着色剤として使用された銅酸化物が含有し

ていた不純物と思われる。

筆者らは東日本の弥生時代遺跡，古墳時代前期遺跡から出土するガラス玉材質について，カリ石灰ガラ

スが大部分を占めこと，古墳時代中期，後期になるとソーダ石灰ガラスが増加してくることを示してきた。

今回分析した試料は従来報告してきたガラス材質と同様に，カリ石灰ガラスで銅酸化物による着色である。

なお，古墳時代前期遺跡出土の分析例を掲げると，東京都大田区宝莱山古墳遺跡（古墳時代前期）出土の

ガラス至が紺，青色小玉でいずれもカリ石灰ガラスである。青色の着色剤は 1~ 2 wt%の銅酸化物による

もので今回の分析試料と同様である。

最近行った長野県佐久市の弥生時代，古墳時代中期，後期遺構出土物の分析結果も同じ結論である。近

畿などの遺跡から出土するガラス材質を分析している肥塚隆保らも同様な傾向にあることを明らかにして

いる。藤田等が紹介した弥生時代遺跡報告書によれば，九州，中国，出土のアルカリ石灰ガラスでは，佐

賀県東山田一本杉遺跡（前期）のソーダ石灰系青色ガラス玉，山口県土井ケ浜遺跡のカリ石灰系青色ガラ

ス玉などの例が認められ，九朴I,中国と東日本，近畿などの結論とは異なった様相を示しているように思

われる。この時代対馬の箱式石棺からは，東日本では認められない多数の赤茶ガラス玉が出土することか

ら，これらの地域の遺跡から出土するガラスは近畿や東日本とは異なって，多様化しているものと思われ

る。

注 1 藤田等「弥生時代のガラスの研究」名著出版 1994 

2 伊藤彰ーガラスにおける一「炎と色の技術」アグネ技術センター 1997 

3 小泉好延小林紘一「宝莱山古墳から出士したガラス玉の材質分」大田区立郷土博物館紀要第 7号

4 小泉好延小林紘一「弥生・古墳時代のガラス材質」第一回考古科学シンポジウム 1999 於東京大学，東

京大学原子力研究総合センター，アイソトープセンター，埋蔵文化財調査室共催
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5 原祐一，小泉好延「東京大学本郷構内武田先端知ビル地点出土のガラス玉材質分析」第 3回考古科学シンポ

ジウム 2001.12 

6 長野県佐久市「後家山遺跡発掘報告書」 2004

7 神奈川県奈良地区受地だいやま遺跡小泉好延小林紘ーガラス玉分析 第一回考古科学シンポジウム

1999 

8 小泉好延小林紘ー「狸塚27号墳から出土のガラス玉の材質分析」埼歪県江南町埋蔵文化財調究報告書12集

1999.3 

9 小泉好延小林紘一「榎田遺跡より出土したガラスたまの材質分析」長野県埋蔵文化財センター発掘報告書

1999.3 

10 小泉好延ら妻木晩田遺跡出土のガラス玉の分析 印刷中

11 小泉好延小林紘一「狸塚27号墳から出士のガラス玉の材質分析」埼玉県江南町埋蔵文化財調査報告書12集

1999.3 

12 K. Kobayashi,Y. Koizumi C. Nakano, S. Hatori,Y. Sunohara [Dual detector system for PIXE measurement 

covering a wide element range] Nuclear Instrument and methods 1999 144-149p 

13 肥塚隆保ら「左坂墳墓群出土のガラス製品の考古科学的研究」 奈良文化財研究所「考古科学の総合的研

究活動報告書I1」 2001 
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第30図 佐倉市岩名 4号墳墳丘下土器棺内出土のガラス玉分析 PIXEスペクトル
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第 5表 分 析 結 果

試料番号”
色調・ 分析

Na20 MgO Al203 Si02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 CuO PbO ZnO Co02 SnO"' 
サイズ 面

176-2(7) 
青 新鮮

n.d 0.31 4.91 79.6 10.80 0.25 0.12 0.04 1.06 2.24 0.62 n.d n.d 0.05 
破片 断面

176-3 (7) 
青 内部

n.d 0.18 4.54 86.6 3.50 0.27 0.15 0.05 1.17 2.70 0.73 n.d n.d 0.10 
破片 溝

176-1(7) 
青 腐蝕

n.d 0.15 4.77 88.9 2.16 0.26 0.14 O.o4 0.98 2.05 0.49 n.d n.d 0.12 
破片 面

175(6) 
青・径

外面 n.d 0.20 5.71 84.3 6.27 026 0.10 n.d 0.68 1.75 0.61 n.d n.d 0.10 
約4mm

174(5) 
青・ 径

外面 n.d 0.15 4.91 85.6 5.73 0.28 0.12 n.d 0.67 1.89 0.56 n.d n.d 0.10 
約4mm

172(4) 
青・径

外面 n.d 0.13 4.96 88.2 3.52 039 n.d n.d 0.70 1.62 0.44 n.d n.d 0.08 
約4mm

単位酸化物重量パーセント <wt%)

・ただし 上記値は不定形名試料にため，検出された元素濃度を100とした。表面が腐蝕した試料も存在する。
＊＊ （ ）内は第12図の番号である。
••• SnOはCZT検出器の測定から求めた。
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Ò“
‘
し
〉

9

、9
9,

-

＼

‘

ー

／

＼

ー

,

9

 

ヽ

ヽ
／
 

-

．

 

.¥ 

墳丘下土器棺ー 1 瑣丘下土器棺ー 2

一

／
 

｛巧
，

ぐ
＼
，

9
/
 

／， 」-一

•• 

,
 

ヽ

•• 

"
li
'
l
l
¥
.
 

，` 
9

l
 

'
（
 

/
 

-

r
 瑣丘下土器棺ー 3

塚 ・竪坑ー 1

塚 ・竪坑ー 2

岩名古墳群出土土器 (3)

塚 ・竪坑ー 3



図版16

Is 鴫 19

' 23 一 農
8 12 

10 

島24

11 

1 21 • ・暉， 

25 
. 22 

16 昌
20 

18 ． 
27 

14 .17 

"' 
岩名 5号瑣出土金屈製品

岩名 5号瑣出土金属製品 (X線）



図版17

4
 

岩名 4号瑣

14 

岩名 5号瑣

岩名古墳群出土縄文土器 ・弥生土器



図版18

4 
-._.,.. 5 

2 

｀ 
3 

鼻... 

; 

¥仁',,,.,--.¥' ・: 
｝：． 

社咲?；{b, 

11 区· ,--~

―̀ 
14 

ふ

12 
13 

＾ 
A 

22 23 24 
20 ----

21 
19 

岩名古墳群出土石器

6 
.... 

7 

r ,., 

15 16 

2ヽ5 

26 

,__, 
8 

~ 
17 

ヽ

t、
10 

w 
18 

27 

4・5号瑣石器



報告書抄録

ふりがな さくらいんざいせん（きんきゅうちほうどうろせいび）まいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ 2

書 名 佐倉印西線（緊急地方道路整備）埋蔵文化財調壺報告書 2

副 事自 名 佐倉市岩名古墳群

巻 次

シリーズ名 千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第520集

編著者名 田中裕・古内茂

編集機関 財団法人千葉県文化財センター

所 在 地 〒284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL043 -422 -8811 

発行年月日 西暦 2005年 3月25日

所ふ収り遺が跡な名 所ふ り在がな地 コード
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

市町村：遺跡番号 面

I 

い岩わ名なま町ち前まえ遺いせ跡き 佐さ倉くら市し下しも根ね
I 

I 

35度 140度 佐倉印西線の緊12212 I 042 20000701~ 3,800 
（い岩わ名な44号ごう墳ふん） 

I 

955-1 
I 

44分 13分 20001031 急地方道路整備I 

I 

I 14秒 11秒 事業に伴う埋蔵I 

I 

I 文化財調査
I 

い岩わ名な 55 号ごう墳ふん 佐さ倉くら市しい岩わ名な
12212 045 35度 140度 20030407~ 870 

954-1 44分 13分 20030729 

10秒 12秒

所収遺跡名 種別 主 な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

岩名町前遺跡 古墳 古墳時代 円墳 1基 副葬品（臼玉，ガラ 古墳時代前期の土

（岩名 4号墳） 木棺直葬 2基 ス玉），土師器，須恵 器棺からガラス玉

土器棺 1基 器，旧石器時代石器， が出土した例と，

中・近世 塚（古墳改変） 1基 縄文土器（早期～晩 終末期古墳の墳頂

土坑 1基 期），縄文時代石器， 部に箱形石棺が設

弥生土器（後期），陶 置されていた例は，

器，銭貨 ともに県内で初め

岩名 5号墳 古墳 古墳時代後期 円墳 1基 副葬品（鉄鏃，刀子）， ての調査例である。

箱形石棺 1基 土師器，須恵器，旧

中・近槻 塚（古墳改変） 1基 石器時代石器，縄文

土坑 17基 土器（早期・後期・

晩期），縄文時代石器，

土師器，陶磁器，銭

貨



千葉県文化財センター調査報告第520集

佐倉印西線（緊急地方道路整備）埋蔵文化財調査報告書2
ー佐倉市岩名古墳群一

平成17年3月25日発行

編

発

集

行

財団法人 千葉県文化財センター

千葉県県土整備部

千葉市中央区市場町1-1

財団法人 千葉県文化財センター

四街道市鹿渡809-2

印 刷 株式会社正 文 社

千葉市中央区都町1-10-6


	巻頭図版
	序文
	凡例
	本文目次
	挿図目次
	表目次
	図版目次
	第1章　はじめに
	第1節　調査の概要
	第2節　遺跡の位置と環境

	第2章　検出された遺構と遺物
	第1節　岩名4号墳
	第2節　岩名5号墳
	第3節　盛士及び旧表土の遺物

	第3章　まとめ
	第1節　岩名古墳群の墳丘
	第2節　岩名古墳群における埋葬施設
	第3節　岩名古墳群の副葬品
	第4節　総括

	付表
	付章　千葉県佐倉市岩名4号墳　墳丘下土器棺出土のガラス玉材質分析
	写真図版
	航空写真
	発掘調査図版
	遺物図版

	報告書抄録
	奥付



